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安曇野市土木工事（林道）共通仕様書 

 

１ 安曇野市の林道工事を施工するにあたって、請負人、現場代理人、主任技術者等は工事に関する以下の図書

について熟知し、その記載の規定によるものとする。 

（１） 長野県林業土木工事共通仕様書（長野県林務部） 

（２） 長野県林道土木工事施工管理基準（長野県林務部） 

（３） 長野県土木工事現場必携（長野県土木部） 

（４） 治山林道必携（日本治山治水協会・日本林道協会） 

（５） その他長野県林務部が工事を実施するにあたり通知通達した規定等 

 

２ 設計図書の記載と上記図書の規定が異なる場合は、監督員と協議のこと。 

 

３ 安曇野市の土木（林道）工事積算は、長野県標準歩掛により積算されているので、施工方法、施工機械等は

その趣旨を理解して施工するものとする。 

 

４ 図面に記載のない事柄のうち、工事目的物の性能、品質に係るものは監督員と協議のうえ、了解を得て施工

するものとする。 

 

５ 現場代理人は現場に常駐するとき「現場代理人」の腕章をつけること。 

 

６ 工事現場周辺に設置すべき現場小屋及び仮設トイレは次による。 

（１） 現場小屋は500万円以上の工事又は工期３日以上の工事 

（２） 仮設トイレは工期１日以上の工事 

 

７ 個別工種の施工条件については、工事ごとの「施工条件明示事項」による。 

 

８ 建設業法（昭和 24 年 法律第 100 号）及び 公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律（平成

12年 法律第127号）の規定に基づく施工体制台帳の作成・提出等、適正な施工体制の確保を図ること。 
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施 工 条 件 明 示 事 項 

 

   工事名： 令和７年度 林道長峰線改良事業 林道長峰線改良工事（第２工区） 

   箇所名： 安曇野市 明科中川手 

 

工事の実施にあたっては、指定された図書を参考とし、かつ以下の事項について施工条件とする。 

 

１ 工事内容 

工事概要：金抜き設計書のとおり 

 

２ 工期関係 

工期は、契約日より 令和８年３月19日 日間 までとする。  

本工事は「週休２日工事実施要領」の対象である。 

 

３ 工程関係 

   本工事に際し、適切な工程を計画すること。 

   また、周辺住民、地域関係者に対しては通知・連絡等を必ず実施し周知することとする。 

 

４ 用地関係 

（１）借地等の復旧については、原形復旧を原則とし、所有者、管理者等と立ち会いの上、借地期間内に返還

まで完了すること。 

（２）借地等の復旧箇所については、着手前の状況を写真や測量成果等で記録するとともに、境界杭や構造物

の移動については引照点等を設けるなど適切な管理を行い、必要に応じて所有者等の立ち会いを実施し了

解を得たうえで着工しなければならない。 

（３）請負者側で必要な用地の借用、及びこれに伴う諸手続については、請負者側で対応すること。特に「農

地の一時転用」については、事前に地方事務所農政課、市農業委員会等と調整をする 

こと。 

 （４）工事に伴い、工事箇所に隣接する土地の境界杭や構造物が支障となる場合は、直ちに監督員と協議し、

物件所有者との調整を図ること。 

 

５ 周辺環境保全関係 

（１）建設機械は排出ガス対策型機械使用を原則とする。別紙－1『排出ガス対策型機械』のとおり。 

（２）現場発生残土等各種資材を搬出時には、運搬車両等から土砂を確実に除去してから一般道へ出ること。

なお、一般道が当該工事による原因で破損及び汚れた場合は、請負者の責任において処置すること。（工事

着手前に写真撮影しておくこと） 

（３）特に住宅近接地域での騒音・振動等、水田や畑への排水の流出等の公害防止対策を事前に十分検討する

とともに、問題が生じた場合は速やかに対処すること。 

 

６ 安全対策関係 

（１）請負者は労働災害、公衆災害防止に努めなければならない。 

（２）安全教育、研修及び訓練については、工事期間中、月一回（半日）以上実施することとする。なおこの

計画を施行計画書に記載するとともに、しゅん工時に開催日、内容、出席者などが確認できる資料と実施

状況写真を提出すること。 

（３）交通安全施設については、下記により実施することを原則とする。 

・仮設ヤードまわりは、パネルフェンス等を単管等で固定し、公衆の安全対策を講じること。 

・車道部分に接し、車など飛び込みの恐れのある場合はガードレール・視線誘導板、回転燈等を設置する

とともに、特に夜間の安全対策に配慮のこと。 
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 （４）工事区間が通学路の場合は、教育委員会、学校と協議の上、通学する児童・生徒の安全対策を十分配慮

した施工方法、工程計画、交通管理等を行うこと。 

 

７ 工事用道路関係 

（１）工事用道路関係 

一般道路を使用する場合 公道及び私道を工事用道路として使用する場合は、交通整理、安全管理、

日常点検を十分に行い、周辺環境に十分配慮して、事故・環境悪化・苦情がないようにすること。ま

た、道路及び付属施設を破損した場合は、請負者の責任において速やかに原形復旧すること。 

（２）工事に関する看板 

     本工事にて設置する看板（工事看板、交通規制標示看板、工事予告看板、バリケード等）については

以下のとおりとする。 

①運転者の視界の妨げにならぬよう設置すること。（特に宅地等から出る車両について注意。） 

②看板の内容が運転者にわかるよう製作、設置すること。 

③不要になった看板等は速やかに撤去すること。 

④常に現場の状況と看板の内容が合っていること。 

⑤請負者の名前が入っているものを使用すること。 

⑥反射式のものを使用するなど、夜間もその存在がわかるようにすること。 

⑦国道利第37号・国道国防第205号「道路工事現場における標示施設等の設置基準の一部改正につい

て」平成18年3月31日 道路局 通達 に伴う「新しい工事標示板」を使用すること。 

（３）通行規制 

     通行規制を行う場合は、その予告を14日前に前項に基づき標示すること。また道路通行制限及び道路

使用等通行規制に関する届出は請負者にて行うものとする。 

  また、迂回路の案内を適切に現地に標示すること。 

（４）過積載防止関係 

①対策について、施工計画書（施工方法）に具体的に記載すること。 

②工事現場において過積載車両等が確認された場合、速やかに改善を行うとともに発注者にその内容を

報告すること。 

③工事の施工にあたっては、次の事項を尊守するものとする。 

一 積載重量制限を超過して工事用資材を積み込まず、また積み込ませないこと。 

二 過積載を行っている資材納入業者から、資材を購入しないこと。 

三 資材等の過積載を防止するため、建設発生土の処理及び骨材等の購入にあたっては、下請事業者

及び骨材等納入業者の利益を不当に害することのないようにすること。 

四 さし枠装着車、物品積載装置の不正改造したダンプカー及び不表示車等に土砂等を積み込まず、

また積み込ませないこと。並びに工事現場に出入りすることのないようにすること。 

五 過積載車両、さし枠装着車、不表示車等から土砂等の引き渡しを受ける時、過積載を助長するこ

とのないようにすること。 

六 取引関係のあるダンプカー事業者が過積載を行い、またはさし枠装着車、不表示車等を土砂等運

搬に使用している場合は、早急に不正状態を解消する措置を講ずること。 

七 「土砂等を運搬する大型自動車による交通事故の防止等に関する特別措置法」（以下法という）

の目的に鑑み、法第１２条に規定する団体等の設立状況を踏まえ、同団体等への加入者の使用を促

進すること。 

八 下請契約の相手方または資材納入業者を選定するにあたっては、交通安全に関する配慮に欠ける

者または業務に関しダンプトラック等によって悪質かつ重大な事故を発生させたものを排除する

こと。 

九 以上のことにつき、下請契約における受注者を指導すること。 

（５）除雪 

     当工事にて道路通行制限願を提出した場合、その期間及び区間は安曇野市の除雪区間から除外される。
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その期間及び区間についての除雪は請負者にて行うこととする。除雪詳細は、安曇野市都市建設部 維

持管理課より通知される。 

（６）沿線の土地利用者への配慮 

施行区間、交通規制区間においては、沿線土地の利用について配慮すること。（店舗、住宅、田、畑、

事業所等の利用） 

 

８ 仮設備等還啓 

（１）請負者に起因する工期延長等にともなう、仮設材の損料又は賃料期間の設計変更は原則として行わない。 

 

９ 残土・廃棄物関係 

（１）本工事の施工において生じる産業廃棄物及び発生土の処分については、下記の処分先を想定して処分費、

運搬費を計上している。 

なお、請負者の都合による処分先の変更については原則として設計変更しない。 

（２）建設発生土 

受入場所・仮置き場所 処分方法 運搬距離 特記事項 

安曇野市内 指定処分 10.2ｋｍ 明科建材㈱ 

  距離指定の場合、残土運搬距離は設計変更の対象とする。 

（３）特定建設資材（建設リサイクル法） 

種  別 処分条件 処分先・運搬距離・数量・金額等 

アスファルト塊 再利用 

処理工場名 共和リテック㈱ 距離 17.3 km 

数   量 2.0 ｔ 

直接工事費 処分費 1,600 円 運搬費 4,227 円 

コンクリート

塊 

無筋 

Co 
再利用 

処理工場名 共和リテック㈱ 距離 17.3 km 

数   量 46.0 ｔ 

直接工事費 処分費 69,000 円 運搬費 49,680 円 

鉄筋 

Co 
再利用 

処理工場名 共和興業㈱ 距離  km 

数   量  ｔ 

直接工事費 処分費  円 運搬費  円 

二次 

製品 
再利用 

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

直接工事費 処分費  円 運搬費  円 

建設資材木材  

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

直接工事費 処分費  円 運搬費  円 

 

（４）産業廃棄物（建設廃棄物処理指針） 

 種  別 処分条件 処分先・運搬距離・数量・金額等 

スクラップ 再利用 

処理工場名 林茂商会 距離 13.6 km 

数   量 0.03 ｔ 

直接工事費 処分費 -774 円 運搬費 0 円 

汚  泥  

処理工場名  距離  km 

数   量  ｔ ・ ｍ３ 

直接工事費 処分費  円 運搬費  円 

その他 

（大型土のう袋） 
 

処理工場名  距離  km 

数   量  ㎏ 

直接工事費 処分費  円 運搬費  円 



―5― 

 

 

  建設工事請負契約書において、処分費・運搬費が上記(3)(4)明示金額より低額の場合は設計変更 

対象とする。 

（５）建設副産物の運搬・処理について 

ア 建設副産物の運搬を廃棄物処理業者に委託する場合には、必ず書面による委託契約を締結すること。 

イ 運搬及び処分を業とする許可証を確認し、添付すること。 

ウ 下請業者が建設副産物を運搬・処理を行う場合でも、下請契約とは別に委託契約を締結する。 

エ マニュフェストにより、適切に運搬・処理されているか確認を行うとともに、マニュフェスト（A、B2、

D、E表）の（写）及び再資源化施設、最終処分場との関係を示す写真を竣工書類に添付すること。 

オ 請負者が施工計画書に記載若しくは整備すべき事項 

・記載事項                          ※該当するものを選択する 

処理方法※ １再資源化 ２破砕処理 ３焼却処理 ４埋立処分場 ５その他 

処分先 

（業 者） 

業者名 

住      所 

 許可番号  

 

運 搬 委 託 先 

（委託の場合） 

業者名 

住      所 

 許可番号  

 

そ の 他 
資源化の方

法など 
 

・添付書類 

ア 処理先の許可書の写し及び（収集運搬を委託する場合）収集運搬業者の許可書の写し 

イ 請負者と処理又は運搬業者との契約書の写し 

ウ 処理業者の所在地及び計画運搬ルート 

（６）再生資源利用等計画書、実施書の提出 

ア 施工計画書にあわせて「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を提出する。 

イ しゅん工時に「再生資源利用実施書」及び「再生資源利用促進実施書」を作成し、提出する。 

ウ 作成は、指定されたシステムにより行い、実施書はデータの入力されたＦＤを添付する。 

エ 対象は量の多少にかかわらず発生する工事の全てとする。ただし、小規模な維持工事を除く 

オ （参考）リサイクル法で定められた一定規模以上の工事 

再生資源利用計画書 

次のような建設資材を搬入する建設工事 

 １ 土砂          1,000m3以上 

 ２ 砕石           500t 以上 

 ３ 加熱ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物     200t 以上 

再生資源利用促進計画書 

次のような指定副産物を搬出する建設工事 

 １ 土砂          1,000m3以上 

 ２ ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｱｽﾌｧﾙﾄ塊及び建設発生木材 

               合計200t以上 

    一定規模：特定建設資材を用いた建築物等の解体工事、特定建設資材を使用する工事で、請負代金額

が５００万円以上のもの 

    特定建設資材：①コンクリート②コンクリート及び鉄から成る建設資材 

           ③木材④アスファルト・コンクリート 

 

（７）残土処理については、作業状況の写真に加え、処分量がわかる資料（１箇所であれば、幅・長の分かる

写真、数カ所であれば、一覧表を作り運搬業者からの伝票）を添付する 

 

１０ 工事支障物関係 

 （１）既設公共下水道のマンホール高調整については、監督員および安曇野市上下水道部下水道課下水道担当

と協議すること。 
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（２）公共基準点が支障となる場合は監督員と協議すること。また、請負者の負担により測量士の資格を有す

る者が復元するよう手配すること。(基準点鋲は市支給) 

（３）上記のほか着手前に調査し、工事にて支障となる物件がある場合は事前に監督員と協議すること。 

（４）工事にて支障を与える可能性があるものについては、その権利者にその旨を申し出ること。 

 

１１ 品質及び技術管理関係 

（１）建設資材の品質記録保存 

土木構造物について建設資材の品質記録を作成し、工事完了時に提出する。 

（２）工事カルテ作成、登録について 

請負者は、工事請負代金額５００万円以上の工事について、工事実績情報サービス（CORINS）入力シス

テム（（財）日本建設情報総合センター）に基づき、受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として、着

手届提出時に「工事カルテ」を作成し監督員の確認を受けた上、受注時は契約後１０日以内に、登録内容

の変更時は変更があった日から１０日以内に、完成時は工事完成後１０日以内に、訂正時は適宜登録期間

に登録申請しなければならない。また、登録を行い発行された「工事カルテ受領書」の写しを監督員に提

出する。提出期限は、以下のとおりとする。 

・受注時登録の提出期限は、契約締結後１０日以内とする。 

・完了時登録の提出期限は、しゅん工検査日までとする。 

・施工中に、受注時登録データの内容に変更があった場合は、変更があった日から１０日以内とする。 

 なお、竣工（完了）時登録済データに対して、訂正（削除）をする場合は、発注者の確認印を押印した

発注機関確認書が必要になります。 

（３）建設資材のうち、コンクリート圧縮強度試験及び鉄筋試験等については、原則として、建設技術センター

試験所にて行うこと。また、圧縮試験供試体には、請負者の主任技術者又はコンクリート担当技術者がサイ

ンしたＱＣ版を入れる。 

（４）コンクリート品質管理の取扱いについて 

ア コンクリート担当技術者の配置 

・請負者は、５０ｍ３以上のコンクリート工事においては、コンクリート担当技術者を配置し、施工計画

書に明示する。 

・同技術者は、現場代理人との兼務は不可である。また、現場代理人が主任技術者の資格を有する場合

は、兼務が可能である。 

イ 責任分界点からの請負者が行う品質管理 

請負者は「責任分界点」から先の全ての品質管理に責任を負うものであり、品質管理のための試験等

を生コン会社に委託した場合には、その全てに立ち合うとともに、その記録及び写真を竣工成果品とし

て提出するものとする。なお、上記において立会の証としてコンクリート担当技術者が必ず写真に写っ

ているものとする。 

ウ 生コン納品書（伝票）の扱い 

・生コン納品書は竣工成果品として提出するものとする。 

・納品書には、工場発時間、現場着時間及び打設完了時間を記入するものとする。 

（５）技術管理費には、トンネル・橋梁・砂防・その他指定した構造物に関して、マイクロフィルム製作費（２

本）、縮刷製本費（３部）が含まれているのでこれらを実施すること。 

（６）工事に使用する材料の承認 

工事で、使用する材料は「材料承認願い」を提出して承認を得ること。 

 

１２ 各種調査・試験に対する協力 

（１）「土木工事共通仕様書」１－１－１７にもとづき、発注者が自ら又は、発注者が指定する第３者が行う下

記調査等及び試験に対して、協力しなければならない。 

ア 公共事業労務費調査 

・正確な調査票等の提出が行えるよう、労働基準法に従い就業規則を作成するとともに賃金台帳を調整・保
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存する等、日頃より使用している現場労働者の賃金時間管理を適切に行わなければならない。また、工事

の一部について下請契約を締結する場合には、当該下請工事の受注者も同様の義務を負う旨を定めなけれ

ばならない。 

イ 諸経費動向調査 

ウ 施工合理化調査（歩掛実態調査） 

・施工合理化調査に該当となった工種については、発注者から指示があるとともに、技術管理費に当該調査

に関わる調査費用を計上する。 

 

１３ その他 

 （１）建設産業における生産システムの合理化指針の尊守等について 

    工事の適正かつ円滑な施工を確保するため、「建設産業における生産システムの合理化指針」において明

確にされている総合・専門工事業者の役割に応じた責任を的確に果たすとともに、適正な契約の締結、適

正な施工体制の確立、建設労働者の雇用条件等の改善等に努めること。 

 （２）建設工事の適正な施工の確保について 

   一 建設業法（昭和２４年 法律第１００号）及び公共工事の入札契約の促進に関する法律（平成１２年 

法律第１２７号）に違反する一括下請その他不適切な形態の下請契約を締結しないこと。 

   二 建設業法第２６条の規定により、請負者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の主任技術者

または専任の監理技術者については、適切な資格、技術力等を有する者（工事現場に常駐して、専らそ

の職務に従事する者で、請負者と直接的かつ恒常的な雇用関係にあるものに限る）を配置すること。 

   三 請負者が工事現場ごとに設置しなければならない専任の監理技術者のうち、当該建設工事に係る建設

業が指定建設業である場合の監理技術者は、建設業法第１５条第２号イに該当する者または同号ハの規

定により建設大臣が同号イに掲げる者と同等以上の能力を有するものと認定した者で、監理技術者証の

交付を受けている者を配置すること。この場合において、監理技術者の写しを契約時に提出する。また

発注者から請求があったときは、資格者証を提示すること。 

   四 一、二、及び三のほか、建設業法等に抵触する行為は行わないこと。 

 （３）労働福祉の改善等について 

    建設労働者の確保を図ること並びに労働災害の防止、適正な賃金の確保、退職金制度及び各種 

保険制度への加入等労働福祉の改善に努めること。 

 （４）建設業退職金制度について 

   一 建設業者は、自ら雇用する建退共制度の対象労働者に係る共済証紙を購入し、当該労働者の共済手帳

に共済証紙を貼付すること。 

   二 建設業者が下請契約を締結する際は、下請業者に対して、建退共制度の趣旨を説明し下請業者が雇用

する建退共制度の対象労働者に係る共済証紙をあわせて購入し現物により交付すること、または建退共

制度の掛金相当額を下請代金中に算入することにより、下請業者の建退共制度への加入並びに共済証紙

の購入及び貼付を促進すべきこと。 

   三 請負代金の額が８００万円以上の建設工事の請負契約を締結した時は、建設業者は建退共制度の発注

者用掛金収納書（以下「収納書」という）を工事締結後１ヶ月以内に発注者に提出すること。なお、工

事契約締結当初は工場製作の段階であるため建退共制度の対象労働者を雇用しないこと等の理由により、

期限内に当該工事に係る収納書を提出できない事情がある場合においては、あらかじめその理由および

共済証紙の購入予定時期を書面により申し出ること。 

   四 建設業者は三の申し出を行った場合、請負代金額の増額変更があった場合等において、共済証紙を追

加購入したときは、当該共済証紙に係る収納書を工事完成時までに提出すること。なお、三の申し出を

行った場合または請負代金額の増額変更があった場合において、共済証紙を追加購入しなかったときは、

その理由を書面により申し出ること。 

   五 共済証紙の購入状況を把握するため必要があると認めるときは、共済証紙の受払簿その他関係資料の

提出を求めることがある。 

   六 建退共制度に加入せず、または共済証紙の購入若しくは貼付が不十分な建設業者については、入札等
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において考慮することがある。 

   七 下請業者の規模が小さく、建退共制度に関する事務処理能力が十分でない場合には、元請業者に建退

共制度への加入手続き、共済証紙の共済手帳への貼付等の事務の処理を委託する方法もあるので、元請

業者においてできる限り下請業者の事務の受託に努めること。 

 （５）建設現場における福祉改善や労働時間の改善、または地域住民に対する工事現場の開放やＰＲ 

など、建設産業に対する理解の増進に資する事業の実施等の構造改善対策にも配慮する 

 （６）高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況については、別紙－２『高度技術等』により提出でき

る。 

（７）暴力団関係者等から工事妨害などの被害を受けた場合は、速やかに被害届を警察に提出する。 

（８）関係機関・自治体等との近接協議 

関係機関等 事 項 制約内容 時  期 

安曇野市 

教育委員会 

小中学校の通学路

確認 
関係機関指導のもと 

契約後即対応のこと。

また、工期内とする 

こども園幼稚園課 

保育幼稚園係 
保育園バスの確認 上記と同様 上記と同様 

下水道課 

下水道担当 

下水道MH高さ調整

をする場合 
上記と同様 上記と同様 

上水道課 

維持係 

掘削深さ 

本管H=120cm以上 

取出管H=60cm以上 

の場合 

上記と同様 上記と同様 

環境課 

資源循環推進担当 

 

収集運搬業者 

ごみ収集運行確認 

集積所の確認 
上記と同様 上記と同様 

地元区長 

地元市議会議員 

工事内容、工事期

間、迂回路などの

説明 

上記と同様 契約後即対応のこと 

工事区間内住民 上記と同様 

関係機関指導のもと(ただし、無

理難題が出される場合には、丁寧

に断ることも必要であり、監督員

との協議をすること。特に工事金

額に関わりそうなことは忘れず

に協議すること) 

契約後即対応のこと。

また、工期内とする 

工事区間内農地所

有者又は管理者及

び工事区間への

様々なものの搬

出、搬入など 

稲刈り時期、その

他収穫時期、工事

の進捗及び耕作上

支障となることの

協議 

上記と同様 上記と同様 

周辺店舗、事業所

など 

駐車場、案内看板

などの協議 

関係機関指導のもと(ただし、無

理難題が出される場合には、丁寧

に断ることも必要であり、監督員

との協議をすること。特に工事金

額に関わりそうなことは忘れず

に協議すること) 

上記と同様 

その他 
必要に応じて対応

すること 
上記と同様 

苦情、要望など後即対

応すること。また、工

期内とする 

（１０）生コンクリートをはじめとして、主要な材料は管内工場の価格により積算しているため、これらを管

外から搬入する場合は、協議すること。 

（１１）不正改造ダンプトラックの排除について（別添資料１） 

 

１４ 個別事項 
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１５ 参考資料 

   別紙－３『土木工事における提出書類一覧表 及び チェックリスト』 

   別紙－４『土木工事写真撮影（例）一覧表』 

   別紙－５『施工計画書チェックリスト』 
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別紙－１『排出ガス対策型機械』 

 

排出ガス対策型建設機械の原則使用について 

 

     本工事において以下に示す建設機械を使用する場合は、「排出ガス対策型建設機械指定要領（平成３年１０月８

日付 建設省経機発第２４９号）に基づき指定された排出ガス対策型建設機械を使用するものとする。排出ガス

対策型建設機械を使用できない場合は、平成７年度建設技術評価制度公募課題「建設機械の排出ガス浄化装置の

開発」、またはこれと同等の開発目標で実施された民間開発建設技術の技術審査・証明事業、あるいはこれと同等

の開発目標で実施された建設技術審査証明事業により評価された排出ガス浄化装置を装着することで、排出ガス

対策型建設機械と同等とみなす。ただし、これにより難い場合は、監督員と協議するものとする。 

 排出ガス対策型建設機械あるいは排出ガス浄化装置を装着した建設機械を使用する場合、現場代理人は施工現

場において、使用する建設機械の写真撮影を行ない、監督員に提出するものとする。 

 

 排出ガス対策型建設機械を原則使用する機種 

機   種 備  考 

一般工事用建設機械 

・バックホウ 

・トラクタシャベル（車輪式） 

・ブルドーザ 

・発動発電機（可搬式） 

・空気圧縮機（可搬式） 

・油圧ユニット 

（以下に示す基礎工事用機械のうち、ベースマシーンとは別に、独

立したディーゼルエンジン駆動の油圧ユニットを搭載している

もの；油圧ハンマ、バイブロハンマ、油圧式鋼管圧入・引抜機、

油圧式杭圧入引抜機、アースオーガ、オールケーシング掘削機、

リバーサーキュレーションドリル、アースドリル、地下連続壁

施工機、前回転型オールケーシング掘削機） 

・ロードローラ、タイヤローラ、振動ローラ 

・ホイールクレーン 

ディーゼルエンジン 

（エンジン出力7.5kw以上260kw以下） 

を搭載した建設機械に限る。 
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別紙－２『高度技術等』 

別添様式       高度技術・創意工夫・社会性等に関する実施状況 

工 事 名  請負者名  

項  目 評価内容 備      考 

□高度技術 

 

工事全体を 

通して他の 

類似工事に 

比べて、特 

異な技術力 

 

□施工規模  

□構造物固有 
複雑な形状の構造物 

既設構造物の補強、特殊な撤去工事 

□技術固有 
特殊な工種及び工法 

新工法（機器類を含む）及び新材料の適用 

□自然・地盤条件 

湧水、地下水の影響 

軟弱地盤、支持地盤の状況 

制約の厳しい工事用道路・作業スペース等 

気象条件の影響 

地すべり、急流河川、潮流等、動植物等 

□周辺環境等、 

社会条件 

埋設物等の地中内の作業障害物 

鉄道・供用中の道路・建築物等の近接施工 

騒音・振動・水質汚染等環境対策 

作業スペース制約・現道上の交通規制 

廃棄物処理 

□現場での対応 
災害等での臨機の処置 

施工状況（条件）の変化への対応 

□創意工夫 

□準備・後片付け  

□施工関係 

施工に伴う機械、器具、工具、装置類 

二次製品、代替製品の利用 

施工方法の工夫 

施工環境の改善 

仮設計画の工夫 

施工管理、品質管理の工夫 

□品質関係  

□安全衛生関係 

安全施設・仮設備の配慮 

安全教育・講習会・パトロールの工夫 

作業環境の改善 

交通事故防止の工夫 

□施工管理関係  

□その他  

□社会性等 

地域社会や 

住民に対す 

る貢献 

□地域への貢献等 

地域の自然環境保全、動植物の保護 

現場環境の地域への調和 

地域住民とのコミュニケーション 

ボランティアの実施 

１．該当する項目に□に レ点マーク記入 
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別紙-3 

土木工事における提出書類一覧表 及び チェックリスト 
■契約後提出書類 

種        類 内        容 頻 度 
確

認 

1 着手届   契約毎  

2 工程表   契約毎  

3 
現場代理人、主任（監理）

技術者の通知 

技術者経歴書の添付 
 契約毎  

資格証の写し添付 

4 技術者報告書 2,500万円以上の工事  契約毎  

5 監理技術者の資格証の写し 
下請金額3,000万円以上に

なる場合 
 契約毎  

6 社会保険証の写し 
現場代理人、主任技術者及

び監理技術者のもの 
 契約毎  

7 建退協掛金収納書の提出 
800万円以上の工事では契

約後1ヶ月以内に提出する。 
 契約毎  

8 工事ｶﾙﾃの提出 

工事金額が500万円以上の場合、着手届提出時に登録前の工事ｶﾙ

ﾃを監督員が確認し、契約後10日以内にJACIC（(財)日本建設情

報総合センター）のｺﾘﾝｽﾞｼｽﾃﾑへ登録。その「工事ｶﾙﾃ受領書」の

写しを提出する。 

1回  

9 下請負人通知書 

下請契約がある場合は、そ

の金額にかかわらず報告す

ること。（下請の理由を明

確に記入） 

各写しを協議書に添付すること。

（契約書・請書等、下請業者の資

格証、下請現場責任者の資格証等） 

必要回数  

10 
施工体制台帳 

及び施工体系図 

下請契約がある場合には、

全ての工事において作成し

提出する。 

契約毎  

11 前金払請求書 
請負業者において前払い金

が必要な場合 
 1回  

12 その他 
発注者及び請負業者で必要

なもの 
 必要回数  

 

■工事着手前提出書類 

種        類 内        容 頻 度 
確

認 

1 工事施工計画書 詳細は別紙  契約毎  

2 工事施工協議書 

起工測量結果表等 
工事着手後直ちに工事測量を行

い、結果を監督員に提出する。 
契約毎  

予想出来型展開図 

設計図書を基に起工測量結果を考

慮して予想出来形展開図を作成す

る。（発注図面の利用及び舗装面

積展開図） 

契約毎  

材料承認願い 

コンクリート二次製品、生ｺﾝｸﾘｰﾄ、

ｱｽﾌｧﾙﾄ合材、骨材、その他工事に

使用する全ての材料 

（必要な試験結果は契約日前６ヶ

月以内であること） 

契約毎  

図面との不一致協議 
 

 
必要回数  

周辺調査・地下埋設物調

査・その他各種事前調査資
 契約毎  
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料など 

3 その他 監督員の指示するもの。  必要回数  

 

■工事中提出書類 

種        類 内        容 頻 度 
確

認 

1 工事施工協議書 

協議事項  必要回数  

材料承認願い 

変更に伴う材料 

必要回数  (例)使用合材及び使用骨材等の変

更など。 

予想出来型展開図 
構造物の変更または舗装面積の増

など。 
必要回数  

2 技術者等変更通知書 
現場代理人、 

主任技術者等の変更 

技術者経歴書、資格証、社会保険

証の写し添付。 
必要回数  

3 工期延長申請書 
請負者の責により 

工期延長する場合 
変更工程表の添付(赤黒対象) 必要回数  

4 監督員指示書 監督員の指定するもの  必要回数  

5 工事変更施工計画書 

施工延長の変更、技術者等

の変更、工期変更及び下請

に変更があった場合 

 変更毎に  

6 
施工体制台帳及び 

施工体系図 

下請契約に変更が生じた場

合及び追加が生じた場合は

提出する。 

各写しを協議書に添付すること。 契約毎  

7 事故報告書 事故があった場合  必要回数  

8 完成時点予想出来形展開図 
平面図・縦断図・舗装展開

図・雑工関係 
 

80%出来形

時 
 

9 工事ｶﾙﾃの提出(変更時) 

請負代金500万円以上。なお、登録期限は

変更契約時から10日以内とする。ただし、

しゅん工時登録と変更時登録の間が10日

以内であれば、変更時登録を省略し、しゅ

ん工時に登録することが出来る。 

写しを協議書に添付

すること 

変更 

契約毎 
 

10 検査記録票 監督員が指定した場合には

提出すること。 
 必要回数  

 (段階確認用) 

11 出来形確認申請書 
請負業者において部分払い

が必要な場合 
業者→発注者 

部分払を

請求する

回数は、安

曇野市財

務規則第

137条によ

る。 

 12 出来形検査結果通知書 
請負業者において部分払い

が必要な場合 
発注者→業者 

13 部分払請求書 
請負業者において部分払い

が必要な場合 
業者→発注者 

14 現場休業届 工期の間5日以上休む場合 
 

 
必要回数  

15 その他 監督員の指示するもの。 
 

 
必要回数  
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■工事完成時提出書類 

種        類 内        容 頻 度 
確

認 

1 
工事カルテの登録 

(しゅん工時) 

請負代金500万円以上。登

録期限はしゅん工日から10

日以内とする。 

写しを添付すること。竣工検査ま

でに必ず提出する。技術ﾃﾞｰﾀ登録

内容の写し添付。 

しゅん工

時 
 

2 しゅん工届   
しゅん工

時 
 

3 請求書   
しゅん工

時 
 

 

■しゅん工書類 

種        類 内        容 
確

認 

1 目次 書類整理順に目次を作成する。  

2 経緯表 施工協議書の受け渡し内容、指示書などを日付順にまとめる。  

3 施工協議書 発注者側からの協議書(指示書)、受注者側からの協議書を日付順にまとめる。  

4 実施工程表 計画を黒線、実施を赤線で表記する。  

5 工事記録簿(工事日誌) 工期中は空白を作らず、計画・準備・書類整備等も記入。  

6 監督日誌 日付順にまとめ、日誌にも記録する。  

7 検査記録表 工事写真と照合出来ること。  

8 使用材料集計表・対比表 設計数量と使用数量を記入し対比する。  

9 各種材料受払簿 
品目毎に一欄とし、着手からしゅん工まで通しとする。 

集計欄は月毎に小計、２ヵ月より累計、しゅん工月には合計を記入。 
 

10 使用材料伝票類 
生コン伝票以外（11-(4)ｳ参照）の使用材料全て(しゅん工書類とは別冊で提出、

検査終了年度から5年間会社保管) 
 

11 交通整理員集計表 
伝票を集計したものを添付する。(使用材料伝票類と一緒に綴り検査終了年度

から5年間会社保管) 
 

12 100％出来形展開図 
平面図・縦断図・舗装展開図等（工事完成時の設計寸法を（ ）の中に記入し、

実測寸法を（ ）の外に記入する。） 
 

13 材料試験結果 埋戻材(発生土・砕石)密度・ｱｽﾌｧﾙﾄ(厚さ・密度・平坦性)・ｺﾝｸﾘｰﾄ等  

14 
再生資源利用実施書 

再生資源利用促進実施書 

計画書は当初施工計画書に写しを添付し、実施書は媒体(FD)を添えて写しを提

出する。 
 

15 産業廃棄物処理表 
A、B2、D、E表の写しを最初、中間、最終を提出することと（原本は検査終了

年度から5年間会社保管） 
 

16 社内検査資料 書類・現場検査時の写真及び検査記録表等添付。  

17 安全教育資料 実施状況写真や安全教育資料を提出。  

18 過積載防止対策 施工計画に基づいた実施状況写真を提出。  

19 残土処理 土捨場の状況写真、土量計算書を提出。  

20 創意工夫 実施状況写真・資料を提出。  
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21 工事写真 着工前、竣工、品質管理、工種別状況、その他の順番で綴る。  

22 舗装ｺｱ 検査時に持参。（検査終了年度から5年間会社保管）  

23 その他 監督員が指示するもの。  

※補助事業については、10年間会社保管とする。 
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別紙-4 

土木工事写真撮影（例）一覧表 
デジタルカメラ使用可、プリントについては写真専用紙又は光沢紙を使用すること。（普通紙は不可） 

区   

分 
工  種 

写   真   管   理   項   目 
備考 

撮影項目 撮影時期 提出頻度 

着工前・

完成 

着工前 

全景(始点から終点に向かって

及び終点から始点に向けて撮

影) 着工前 着工前各1回 
 

施工延長に応じた必要なポイ

ント 

完成 着工前と同じ 完成後 完成後各1回 

土 工 

 

 

 

 

 

※状況写

真は、位

置がわか

るように

背景を入

れて撮影

する。 

掘削 

掘削状況 施工中 

処分地及び仮置

場が異なる毎に

1回の撮影とし、

着工前各1回、完

成後各1回 

 

掘削深さ 
床掘完了後 

掘削幅 

床均し 床均し状況 施工中 

発生土処分 

積込み状況 
積込み中 

過積載の確認 

処分状況 積卸し 

(仮置場含む) 整地中 

処分場全景 着工前 

(仮置場含む) 
整地中 

整地後 

基礎工 

施工状況 
施工中 

  転圧状況 

厚さ・幅 基礎工完了後 

埋戻し 

埋戻し及び投入状況 
施工中 

  
締固め状況 

1層毎の厚さ・幅 
1層毎の発生土埋

戻し完了後 

コンクリ

ート工 

型枠 
施工状況 施工中 

  
型枠寸法 設置完了後 

打ち込み 打設状況 施工中 

出来型 構造物寸法 完了後 

鉄筋工 鉄筋工 
施工状況 施工中 

  
鉄筋配置寸法 完了後 

二次製品

布設 

基礎工 

施工状況 
施工中 

  転圧状況 

厚さ・幅 基礎工完了後 

捨コン基礎 

型枠施工状況 施工中 

  
型枠寸法 設置完了後 

打設状況 施工中 

厚さ・幅 捨コン完了後 

敷モルタル 
施工状況 施工中 

  
厚さ・幅 敷モルタル完了後 

布設工 布設状況 
施工中 

  
施工後 

その他の 

構造物 
全ての工種 

施工状況 施工中 
特に埋設される

ものは必要以上

に写真を残すこ

と 

 

完成状況 施工後 
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※1 これはひとつの写真撮影例であり、工事現場ごと当該監督員と協議して決定すること。その際は、協議書を添えて
協議すること。 
※2 現場における黒板及びﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞへ設計値及び実測値を記入すること。また、書類整備においても写真の横にある

舗装工 

舗装切断 切断状況 施工中   

舗装取壊し 

取壊し状況 

施工中   積込状況 

現況舗装厚の検測 

路盤工 

施工状況 
施工中 

  

転圧状況 

整正状況 整正後 

厚さ 整正後 

幅 整正後 

表層工 

施工状況 
施工中 

  

転圧状況 

整正状況 整正後 

厚さ 整正後 

幅 整正後 

共通仮設 

仮設工 
現場事務所等の設置状況 

設置後 種類毎に1回  
仮設トイレの設置状況 

水替工 

ﾎﾟﾝﾌﾟ設置状況 

施工中 

1施工箇所に1回 

 
排水状況（吐出先の状況） 

形状寸法 
ﾎﾟﾝﾌﾟ規格が異な

る場合は都度1回 

安全施設 

各種標識類の設置 
設置後 種類毎に1回 

 

各種保安施設の設置 

監視員・交通整理状況 作業中 
配置箇所毎に1回 

夜間の安全施設の状況 施工中 

安全訓練の実施状況 実施中 実施毎に1回 

使用材料 使用材料 
形状寸法 使用前 

使用品目及び使用

部材毎に1回  

検査実施状況 検査時 検査毎に1回 

使用機械 使用機械  使用前 機械毎に1回  

品質管理 

路床・路体 現場密度の測定 試験実施中   

路盤工 
締固め密度測定 試験実施中 

  
ﾌﾟﾙｰﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ測定 試験実施中 

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装 

(舗設現場) 

温度測定 

試験実施中 
合材の種別毎に1

回 
 

密度試験 

採取コアAs量抽出 

粒度分析試験 

すべり抵抗試験 

ｺﾝｸﾘｰﾄ 

ｽﾗﾝﾌﾟ試験 

試験実施中 試験毎に1回  
圧縮強度試験 

塩化物含有量試験 

空気量測定 

その他 

補償関係 被害又は損害状況等 
発生時 

その都度  
対応状況後 

環境対策 各施設設置状況 設置後 種別毎に1回  

事前調査 

樹木、ﾌﾞﾛｯｸ塀、家屋の 

ｸﾗｯｸなど 
着工前 実施箇所毎に1回 

 

地下埋設物調査 調査後 実施箇所毎に1回 

建退協 建退協への加盟写真 実施中 1回  

施工体制 施工体制図を掲げた写真 実施中 1回  

安全教育 実施状況 実施中 実施毎に1回  

KY活動 実施状況 実施中 適宜  
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余白へ設計値及び実測値を記入すること。 
※3 しゅん工書類には、区分毎及び測点毎にｲﾝﾃﾞｯｸｽをつけること 
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別紙-5 

施工計画書のチェックリスト １  工 事 名：令和７年度 補助林道整備事業 林道烏川線改良工事 

                       施工業者： 

                       箇 所 名：安曇野市 堀金烏川 

項      目 内       容 指 示 事 項 確認 

◎施工計画書の内容（１～１５） 起工測量後速やかに提出されているか。（協議書添付）   

１ 工事概要（１）工事概要 
工事名、工事箇所、工期、設計大要、主たる構造物の概要を記

入。 
  

      （２）工事内容 工種、種別、数量を記入。   

      （３）予想出来型展開図 
工事の内容を全項目と数量計算を記入。後日８０％、１００％

の展開図として使用する。 
  

２ 計画工程表（１）実施工程表 

経済的な工程計画立案の趣旨に沿って計画し、しゅん工時に

は、実績工程表を赤黒対象で提出する。 

複数の工種ではネットワーク等の工程表も考慮する。 

  

３ 現 場 組 織（１）現場組織表 

・工種毎の作業主任者を決め記入。（資格証明書のＮＯ及び写

の添付） 

・下請業者も含む組織の明示。 

  

（２）コンクリート担当技術者 打設量が５０ｍ3以上の場合、設ける。   

４ 安全管理（１）安全管理組織表 会社内のそれぞれの安全管理者の分担を記入。   

      （２）作業前 

         のミーティング 

毎朝どのようなミーティングをするか記入。実施中の写真数枚

撮っておくこと。 
  

      （３）安全協議会の設置 協議会規約を添付。開催内容記入。   

      （４）安全教育の実施 月１回の教育内容記入。新任者教育内容記入。写真整備。   

      （５）公衆災害防止 現場近くの住民等を災害から守る施設を記入。   

      （６）労働災害防止 
作業員を災害から守るため落石、崩壊、転落防止のための施設

計画を記入。 
  

      （７）土石流に対する措置 土石流による労働災害防止のためのガイドラインにより記入。   

５ 施工機械（１）機械使用計画 

工事に使用する主要な機械名、規格、使用台数、作業期間等を

実施工程表と対照し記入。機械名は、工種毎に記入し備考には

主な作業内容を記入する。 

  

６ 主要材料（１）材料搬入使用計画 

あらかじめ工事材料の使用承認願いを提出し、承認を得た資材

について使用計画を記入。工種別に材料、規格、数量、日程、

購入先を記入する。 

  

７ 施工方法（１）施工方法 
平面図、展開図、標準断面図や簡略図により、工事の施工方法

を具体的に記入。 
  

      （２）施工順序と施工量 
構造図の縮小版等を利用し、各工種毎の構造物の施工順序を具

体的に記入。施工順序により施工量（日数）を計算して記入。 
  

      （３）コンクリート 

         打設計画 

各構造物の打設計画を記入。コンクリートの養生方法について

も具体的に記入。打継目処理計画、鉄筋の保管方法等。 
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項      目 内       容 指 示 事 項 確認 

７-2 仮設計画（１）瀬追工及び排水工 現場に適合した計画を記入。（任意協議）   

      （２）仮設道路迂回路 最も合理的な計画で作成。（任意協議）   

      （３）仮設トイレ 

・現場事務所配置 
仮設トイレ・現場事務所の配置図作成。   

      （４）その他 仮橋及び支保工等の強度計算書の添付。   

８ 施工管理（１）出来型管理 
工種、出来型管理項目、対象数量、測定頻度、測定数、管理

測点を記入。 
  

      （２）品質管理 
種別、品質管理試験名、対象数量、測定頻度、測定数、試験

場所を記入。 
  

      （３）写真管理 
工種、撮影項目、対象数量、撮影頻度、撮影数、撮影測点を

記入。 
  

      （４）その他 
その他特殊構造物における出来高管理、品質管理、写真管理

等は協議して記入。 
  

９ 緊急連絡系統図 関係機関の連絡先を記入。（携帯電話等も記入）   

10 交通管理対策 
現場内及び現場外の標識設置計画を平面図の縮小版又は略図

に記入。「土木工事現場必携」参照。交通整理員の写真等。 
  

11 環境対策 

工事現場の仮設物等について周辺環境との整合及び騒音、振

動、汚濁、水質、水枯れ等を関係法令、条例の遵守について

記載する。 

  

12 建設副産物 
再生資源利用（計画・実施）書又は再生資源利用促進（計画・

実施）書の提出。搬出先までのルート図添付(距離記入) 
  

13 過積載防止対策 対象を明示し、対策を具体的に記入。   

14 関係機関との協議 

工事着手前に各関係機関と協議する事項又は処理方針、回答

を記入。（電気、電話、上下水道、ガス、用水路、家庭配水

管等）写し添付。 

  

15 残土処理計画 
位置図、平面図、縦横断図を作成して残土可能量を算出し提

出のこと。搬出先までのルート図添付。(距離記入) 
  

 



令和７年度　林道長峰線改良工事　位置図

300m2001000
1:10000



01  金銭的保証              
02  上記以外                
04  ４級地                  
07  月単位                  
03  道路工事                
10  ％                      
40  35％超える又は前払対象外

契約保証方法            
現場環境改善費          
寒冷級地                
週休２日補正            
工種                    
消費税率（％）          
前払率                  

              

１１　中信（２）                        50
実施単価    1

0

0

                        01

実施設計単価表等の適用日  07.11.01                                                                  

0001

これらの諸経費等の条件については、原則変更協議の対象とはなりませんのでご理解願います。

前　世　代当　世　代

単価適用地区
適用単価区分
変更回数
事務所名

-頁総 括 情 報 表

                                        



単価　第0 -0006号表　   ｍ３           33     

作業土工（床掘工）
単価　第0 -0004号表　   ｍ３          112     

作業土工（床掘工）
          
          

作業土工
          
          

擁壁工
単価　第0 -0001号表　   ｍ３           82     

　運搬距離１０．２㎞
　４ｔ車　粘性土・砂・砂質土・礫質土
運搬　ダンプトラック　搬路状況良好

          
          

作業残土処理工
          
          

林道土工
          
          

改良工事

＊＊本工事費＊＊
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00020* 本工事費 *      内訳表                



    個            26     

H500×B1150×L1000(0.5m2/個)
L型金網　150型

    個            26     

H500×B650×L1000(0.5m2/個)
L型金網　100型

    個            77     

H500×B370×L1000
標準ブロック

          
          

ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工
単価　第0 -0011号表　   ｍ２           20     

基面整正
単価　第0 -0010号表　   ｍ３           58     

土砂
小規模
埋戻し

単価　第0 -0009号表　   ｍ３           64     
ﾊﾞｯｸﾎｳ
小規模　DID区間なし　0.2km以下
土砂等運搬

単価　第0 -0008号表　   ｍ３           64     
小規模(標準)
土砂
積込（ルーズ）

単価　第0 -0007号表　   ｍ３           64     現場→仮置場
　運搬距離０．１㎞
　４ｔ車　粘性土・砂・砂質土・礫質土
運搬　ダンプトラック　搬路状況良好

備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00030* 本工事費 *      内訳表                



単価　第0 -0012号表　    ㎡            38.5   

標準ブロック・Ｌ型金網
垂直擁壁組立・設置工

    ㎡            26     

合繊不織布､厚10㎜
吸出防止材

    ｍ           125     

W600×t0.5mm
中詰材保持シート

    枚             2     

H500×B1900(0.95m2/枚)
端部金網　200型

    枚             4     

H500×B1400(0.70m2/枚)
端部金網　150型

    枚             8     

H500×B900(0.45m2/枚)
端部金網　100型

    枚            23     

H500×B500(0.25m2/枚)
端部金網　50型

    個            15     

H500×B1100×L1000
根石ブロック　110型

    個            25     

H500×B1650×L1000(0.5m2/個)
L型金網　200型

備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00040* 本工事費 *      内訳表                



単価　第0 -0021号表　   ｍ３            7.1   人力打設
夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ
特殊養生(練炭)
コンクリート　小型構造物

単価　第0 -0020号表　   ｍ２           11.5   
小型構造物
一般型枠
型枠

単価　第0 -0019号表　   ｍ３            3.2   ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設
夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ
特殊養生(練炭)
コンクリート　小型構造物

単価　第0 -0018号表　   ｍ２           19.5   
再生クラッシャラン　ＲＣ－４０
7.5cmを超え12.5cm以下
基礎砕石

単価　第0 -0017号表　   ｍ２            3.0   
均しｺﾝｸﾘｰﾄ
一般型枠
型枠

単価　第0 -0016号表　   ｍ３            2.0   ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設
夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ
特殊養生(練炭､ｼﾞｪｯﾄﾋｰﾀ)
コンクリート　無筋･鉄筋構造物

単価　第0 -0015号表　   ｍ３           54.6   
再生クラッシャラン　ＲＣ－４０
大型ﾌﾞﾛｯｸ
胴込・裏込材（砕石）

単価　第0 -0014号表　    ㎡            14.1   

端部網
垂直擁壁組立・設置工

単価　第0 -0013号表　    ㎡             7.5   

根石ブロック
垂直擁壁組立・設置工

備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00050* 本工事費 *      内訳表                



単価　第0 -0028号表　   ｍ２           38.0   
2層施工
全仕上り厚３１０ｍｍ
下層路盤（車道・路肩部）

単価　第0 -0027号表　   ｍ２           39.4   
全仕上り厚７０ｍｍ
粒度調整砕石
上層路盤（車道・路肩部）

単価　第0 -0026号表　   ｍ２           39.9   
平均仕上り厚４０ｍｍ
3.0m超
表層（車道・路肩部）

          
          

ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装工
          
          

舗装工
単価　第0 -0025号表　    ｍ            15     

足場
単価　第0 -0024号表　   ｍ２            0.4   

瀝青質目地板
30m2未満
目地板

単価　第0 -0022号表　   箇所            8     
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
ＧＲ－Ｃ　　　　　　　　　　　　　　　　
ガードレール支柱鉄筋補強工　　　　　　　

単価　第0 -0020号表　   ｍ２           24.5   
小型構造物
一般型枠
型枠

備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00060* 本工事費 *      内訳表                



単価　第0 -0033号表　    ｍ            23     
15cm以下
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
舗装版切断

単価　第0 -0032号表　   ｍ３           20     
低騒音・低振動対策　不要
無筋構造物　機械施工
構造物とりこわし

          
          

構造物取壊し工
          
          

構造物撤去工
単価　第0 -0031号表　    ｍ            18.0   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
Ｇｒ－Ａ，Ｂ，Ｃ－２Ｂ　Ｃｏ建込　　　　
ガードレール撤去工　　　　　　　　　　　

単価　第0 -0030号表　    ｍ            16.0   
手間のみ
Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ　Ｃｏ建込　塗装品
ガードレール設置工

単価　第0 -0029号表　    ｍ             4.0   
　
Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ　Ｃｏ建込　塗装品
ガードレール設置工

          
          

防護柵工
          
          

道路付属施設工
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00070* 本工事費 *      内訳表                



単価　第0 -0039号表　   ｍ３           98     

残土等処分
    ｔ             2     

AS廃材
廃材処理費

    ｔ            46     

CO無筋
廃材処理費

          

＊処分費等＊
単価　第0 -0038号表　    ｔ             0.03  

現場発生品及び支給品積込み・荷卸し
単価　第0 -0037号表　    ｔ             0.03  

DID区間なし

現場発生品及び支給品運搬
単価　第0 -0036号表　   ｍ３            1     

機械積込(騒音対策不要､舗装版厚15cm以下)
舗装版破砕　DID区間なし　22.0km以下
殻運搬

単価　第0 -0035号表　   ｍ３           20     
機械積込　DID区間なし　18.5km以下
ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし
殻運搬

単価　第0 -0034号表　   ｍ２           26     
障害等なし
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
舗装版破砕

備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00080* 本工事費 *      内訳表                



0.0120��������冬期緊急真夏0.3409��������　率        
          

費＊＊
＊＊現場管理

＊＊純工事費＊＊

＊＊共通仮設費計＊＊

0.1574��������　率        
          

費率計算額＊
＊＊共通仮設

0.0178��������　率        

          

＊＊現場環境改善費＊＊

＊＊直接工事費＊＊
    ｔ             0.03  

ヘビーH3（旧１級　Ｈ３)
スクラップ

          

＊すべての諸経費の対象額に含めない＊  　
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00090* 本工事費 *      内訳表                



0.0363��������　率        
          算額

法定福利費概
価格に占める
（参考）予定

＊＊工事費計＊＊

0.1000��������　率        
          

相当額計＊＊
＊＊消費税等

＊＊工事価格計＊＊

0.2237��������　率        
          

費等＊＊
＊＊一般管理

＊＊工事原価＊＊
備                考金      額単      価単  位数       量費目・工種・施工名称など

-頁

                                        

00100* 本工事費 *      内訳表                



   ｍ３          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

　1m3当り金額=1時間DT運転金額/1.9 m3

１m3　当り

単価　第0-0002号表　　
   時間          1.00  

  土砂類～軟岩Ⅱ
  ４ｔ車
ダンプトラック運転

   ｍ３          1     　運搬距離１０．２㎞　４ｔ車　粘性土・砂・砂質土・礫質土
単価　第0 -0001号表　　運搬　ダンプトラック　搬路状況良好

00110

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



   時間          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

単価　第0-0003号表　　
   時間          1.00  

　搬路　良好
  4ｔ積
ダンプトラック損耗費

    人           0.17  
運転手（一般）

    Ｌ           5.40  (小型ローリー、パトロール給油)
軽油

   時間          1.00  ∴４ｔ積級
ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

   時間          1       土砂類～軟岩Ⅱ  ４ｔ車
単価　第0 -0002号表　　ダンプトラック運転

00120

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



   時間          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   時間          1.00  ダンプトラック
タイヤ損耗費

   時間          1     　搬路　良好  4ｔ積
単価　第0 -0003号表　　ダンプトラック損耗費

00130

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



   ｍ３          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ３        100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

単価　第0-0005号表　　
    日           0.90  

超低騒音（排出ガス対策型2014年規制）
クローラ型後方超小旋回∴山積０．４５ｍ３
バックホウ運転　（機－１８）

   ｍ３        100     
単価　第0 -0004号表　　作業土工（床掘工）

00140

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



    日           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    Ｌ          65.00  (小型ローリー、パトロール給油)
軽油

    人           1.00  
運転手（特殊）

  供用日         1.43  超低・排ガス２０１４∴山積０．４５ｍ３
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回］

    日           1     超低騒音（排出ガス対策型2014年規制）クローラ型後方超小旋回∴山積０．４５ｍ３
単価　第0 -0005号表　　バックホウ運転　（機－１８）

00150

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



   ｍ３          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ３        100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

単価　第0-0005号表　　
    日           1.22  

超低騒音（排出ガス対策型2014年規制）
クローラ型後方超小旋回∴山積０．４５ｍ３
バックホウ運転　（機－１８）

   ｍ３        100     
単価　第0 -0006号表　　作業土工（床掘工）

00160

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



   ｍ３          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

　1m3当り金額=1時間DT運転金額/9.1 m3

１m3　当り

単価　第0-0002号表　　
   時間          1.00  

  土砂類～軟岩Ⅱ
  ４ｔ車
ダンプトラック運転

   ｍ３          1     現場→仮置場　運搬距離０．１㎞　４ｔ車　粘性土・砂・砂質土・礫質土
単価　第0 -0007号表　　運搬　ダンプトラック　搬路状況良好

00170

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
作業内容：小規模(標準)                                                                                                                                     土質：土砂                                                                                                                                                 

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 11.10%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 62.89%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 26.01%  供用日  
排ガス２次排ガス２次∴山積０．２８ｍ３
バックホウ（クローラ型）［標準型］バックホウ（クローラ型）［標準型］

   ｍ３          1     小規模(標準)土砂
単価　第0 -0008号表　　積込（ルーズ）

  0.00% 11.10% 62.89% 26.01%

00180

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         運搬距離：0.2km以下                                                                                                                                        
DID区間の有無：DID区間なし                                                                                                                                 土質：土砂(岩塊･玉石混り土含む)                                                                                                                            
積込機種･規格：ﾊﾞｯｸﾎｳC  土質                                                                                             土砂等発生現場：小規模                                                                                                                                     

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 11.58%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 61.90%    人    運転手（一般）運転手（一般）

 26.52%  供用日  
∴４ｔ積級

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

   ｍ３          1     ﾊﾞｯｸﾎｳ小規模　DID区間なし　0.2km以下
単価　第0 -0009号表　　土砂等運搬

  0.00% 11.58% 61.90% 26.52%

00190

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



  3.14%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 17.77%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 19.35%    人    特殊作業員特殊作業員

 50.03%    人    普通作業員普通作業員

  0.60%  供用日  
∴質量６０～８０ｋｇ

タンパ及びランマ［ランマ］タンパ及びランマ［ランマ］

  8.27%  供用日  
排ガス２次排ガス２次∴山積０．２８ｍ３
バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回］バックホウ（クローラ型）［後方超小旋回］

   ｍ３          1     土砂小規模
単価　第0 -0010号表　　埋戻し

  0.00%  3.98% 87.15%  8.87%

00200

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
土質：土砂                                                                                                                                                 施工方法：上記以外(小規模)                                                                                                                                 

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  0.84%    Ｌ    
レギュラー　スタンドレギュラー
ガソリンガソリン

   ｍ３          1     土砂小規模
単価　第0 -0010号表　　埋戻し

  0.00%  3.98% 87.15%  8.87%

00210

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

100.00%    人    普通作業員普通作業員

   ｍ２          1     
単価　第0 -0011号表　　基面整正

  0.00%  0.00%100.00%  0.00%

00220

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



    ㎡           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ㎡         100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    日           2.3   
（油脂類含む）

トラッククレーン［油圧伸縮ジブ型］賃料

    人           6.2   
普通作業員

    人           1.50  
特殊作業員

    人           1.20  
土木一般世話役

    ㎡         100     標準ブロック・Ｌ型金網
単価　第0 -0012号表　　垂直擁壁組立・設置工

00230

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



    ㎡           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ㎡         100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

敷モルタル
    ％          20     

諸雑費

    日           2.30  
（油脂類含む）

トラッククレーン［油圧伸縮ジブ型］賃料

    人           3.20  
普通作業員

    人           1.50  
特殊作業員

    人           1.20  
土木一般世話役

    ㎡         100     根石ブロック
単価　第0 -0013号表　　垂直擁壁組立・設置工

00240

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



    ㎡           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ㎡         100     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    人           3.00  
普通作業員

    ㎡         100     端部網
単価　第0 -0014号表　　垂直擁壁組立・設置工

00250

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



  2.99%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 34.22%   ｍ３   
ＲＣ－４０
再生クラッシャラン再生クラッシャーラン４０㎜以下

  8.75%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 14.28%    人    特殊作業員特殊作業員

 32.09%    人    普通作業員普通作業員

  6.75%    日    
∴山積０．８m3

バックホウ［クローラ型・クレーン付］賃料バックホウ［クローラ型・クレーン付］賃料

   ｍ３          1     再生クラッシャラン　ＲＣ－４０大型ﾌﾞﾛｯｸ
単価　第0 -0015号表　　胴込・裏込材（砕石）

  0.00% 37.21% 56.04%  6.75%

00260

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



胴込･裏込材規格：再生クラッシャラン　ＲＣ－４０                                                                                                            
胴込･裏込材の有無：胴込･裏込材あり                                                                                                                         ﾌﾞﾛｯｸの種類：大型ﾌﾞﾛｯｸ                                                                                                                                     

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

   ｍ３          1     再生クラッシャラン　ＲＣ－４０大型ﾌﾞﾛｯｸ
単価　第0 -0015号表　　胴込・裏込材（砕石）

  0.00% 37.21% 56.04%  6.75%

00270

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



  5.98%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

  7.61%    人    土木一般世話役土木一般世話役

  9.41%    人    特殊作業員特殊作業員

 11.04%    人    普通作業員普通作業員

  0.36%    日    
　１２６ＭＪ　一ヶ月以上

ジェットヒータ賃料ジェットヒータ賃料

  3.09%    日    
∴山積０．８m3

バックホウ［クローラ型・クレーン付］賃料バックホウ［クローラ型・クレーン付］賃料

   ｍ３          1     ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ特殊養生(練炭､ｼﾞｪｯﾄﾋｰﾀ)
単価　第0 -0016号表　　コンクリート　無筋･鉄筋構造物

  0.00% 60.01% 36.36%  3.63%

00280

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         生ｺﾝｸﾘｰﾄ夜間割増：夜間割増なし                                                                                                                             
生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増：小型車割増なし                                                                                                                         ｺﾝｸﾘｰﾄ規格：18-8-40(W/C=60%以下)                                                                                                                           
ｺﾝｸﾘｰﾄｾﾒﾝﾄ種類：　高炉（ＢＢ）                                                                                                                             養生工の種類：特殊養生(練炭､ｼﾞｪｯﾄﾋｰﾀ)                                                                                                                      
打設工法：ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設                                                                                                                           構造物種別：無筋･鉄筋構造物                                                                                                                                

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  1.54%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

  2.48%    Ｌ    
白灯油　業務用　ミニローリー(ミニローリー４kl)
灯油灯油

 55.90%   ｍ３   
２４－１２－２５　高炉　Ｗ／Ｃ５５％（Ｗ／Ｃ＝６０％以下）
生コンクリート生コン１８－８－４０－ＢＢ

   ｍ３          1     ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ特殊養生(練炭､ｼﾞｪｯﾄﾋｰﾀ)
単価　第0 -0016号表　　コンクリート　無筋･鉄筋構造物

  0.00% 60.01% 36.36%  3.63%

00290

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



構造物の種類：均しｺﾝｸﾘｰﾄ                                                                                                                                   型枠の種類：一般型枠                                                                                                                                       

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  6.07%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 19.90%    人    普通作業員普通作業員

 58.78%    人    型わく工型わく工

   ｍ２          1     均しｺﾝｸﾘｰﾄ一般型枠
単価　第0 -0017号表　　型枠

  0.00%  0.00%100.00%  0.00%

00300

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



 11.39%   ｍ３   
ＲＣ－４０
再生クラッシャラン再生クラッシャーラン４０㎜以下

  9.49%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 14.75%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 15.90%    人    特殊作業員特殊作業員

 37.64%    人    普通作業員普通作業員

  5.30%    日    
～超低・排ガス2014

バックホウ［クローラ型］賃料バックホウ［クローラ型］賃料

   ｍ２          1     再生クラッシャラン　ＲＣ－４０7.5cmを超え12.5cm以下
単価　第0 -0018号表　　基礎砕石

  0.00% 16.35% 78.32%  5.33%

00310

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



砕石の種類：再生クラッシャラン　ＲＣ－４０                                                                                                                 砕石の厚さ：7.5cmを超え12.5cm以下                                                                                                                          

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  4.93%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

   ｍ２          1     再生クラッシャラン　ＲＣ－４０7.5cmを超え12.5cm以下
単価　第0 -0018号表　　基礎砕石

  0.00% 16.35% 78.32%  5.33%

00320

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



 52.39%   ｍ３   
２４－１２－２５　高炉　Ｗ／Ｃ５５％（Ｗ／Ｃ＝６０％以下）
生コンクリート生コン１８－８－４０－ＢＢ

  5.66%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

  8.90%    人    特殊作業員特殊作業員

  9.07%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 14.75%    人    普通作業員普通作業員

  2.93%    日    
∴山積０．８m3

バックホウ［クローラ型・クレーン付］賃料バックホウ［クローラ型・クレーン付］賃料

   ｍ３          1     ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ特殊養生(練炭)
単価　第0 -0019号表　　コンクリート　小型構造物

  0.00% 53.93% 42.97%  3.10%

00330

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         生ｺﾝｸﾘｰﾄ夜間割増：夜間割増なし                                                                                                                             
生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増：小型車割増なし                                                                                                                         ｺﾝｸﾘｰﾄ規格：18-8-40(W/C=60%以下)                                                                                                                           
ｺﾝｸﾘｰﾄｾﾒﾝﾄ種類：　高炉（ＢＢ）                                                                                                                             養生工の種類：特殊養生(練炭)                                                                                                                               
打設工法：ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設                                                                                                                           構造物種別：小型構造物                                                                                                                                     

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  1.46%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

   ｍ３          1     ﾊﾞｯｸﾎｳ(ｸﾚｰﾝ機能付)打設夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ特殊養生(練炭)
単価　第0 -0019号表　　コンクリート　小型構造物

  0.00% 53.93% 42.97%  3.10%

00340

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



構造物の種類：小型構造物                                                                                                                                   型枠の種類：一般型枠                                                                                                                                       

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 11.86%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 30.82%    人    普通作業員普通作業員

 44.28%    人    型わく工型わく工

   ｍ２          1     小型構造物一般型枠
単価　第0 -0020号表　　型枠

  0.00%  0.00%100.00%  0.00%

00350

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 53.28%   ｍ３   
２４－１２－２５　高炉　Ｗ／Ｃ５５％（Ｗ／Ｃ＝６０％以下）
生コンクリート生コン１８－８－４０－ＢＢ

  6.97%    人    特殊作業員特殊作業員

 10.46%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 25.03%    人    普通作業員普通作業員

   ｍ３          1     人力打設夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ特殊養生(練炭)
単価　第0 -0021号表　　コンクリート　小型構造物

  0.00% 53.28% 46.72%  0.00%

00360

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
生ｺﾝｸﾘｰﾄ夜間割増：夜間割増なし                                                                                                                             生ｺﾝｸﾘｰﾄ小型車割増：小型車割増なし                                                                                                                         
ｺﾝｸﾘｰﾄ規格：18-8-40(W/C=60%以下)                                                                                                                           ｺﾝｸﾘｰﾄｾﾒﾝﾄ種類：　高炉（ＢＢ）                                                                                                                             
現場内小運搬の有無：現場内小運搬なし                                                                                                                       養生工の種類：特殊養生(練炭)                                                                                                                               
打設工法：人力打設                                                                                                                                         構造物種別：小型構造物                                                                                                                                     

   ｍ３          1     人力打設夜間割増なし　豪雪割増　工種条件と同じ特殊養生(練炭)
単価　第0 -0021号表　　コンクリート　小型構造物

  0.00% 53.28% 46.72%  0.00%

00370

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



   箇所          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ｍ           0.40  無孔管､VU200
塩化ビニール管

　補強鉄筋

単価　第0-0023号表　　
    ㎏           2.982 

　クレーン不要
加工・組立
鉄筋工

   箇所          1     ＧＲ－Ｃ
単価　第0 -0022号表　　ガードレール支柱鉄筋補強工

00380

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



    ㎏           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ㎏       1,000     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    ％           3.00  
諸雑費

　鉄筋組立
    人           1.30  

普通作業員
　鉄筋組立

    人           1.50  
鉄筋工

　鉄筋組立
    人           0.30  

土木一般世話役

    ％           2.00  
諸雑費

　鉄筋加工
    人           0.60  

普通作業員
　鉄筋加工

    人           0.90  
鉄筋工

　鉄筋加工
    人           0.20  

土木一般世話役

    ｔ           1.030 SD295　D16
異形棒鋼

    ㎏        1000     　クレーン不要加工・組立
単価　第0 -0023号表　　鉄筋工

00390

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



目地板の規格：t=10mm                                                                                                                                       
目地板の種類：瀝青質目地板                                                                                                                                 1工事当り使用量：30m2未満                                                                                                                                  

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 35.60%    ㎡    
厚１０ｍｍ厚10㎜
瀝青繊維質目地板目地板材

 16.72%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 47.36%    人    普通作業員普通作業員

   ｍ２          1     瀝青質目地板30m2未満
単価　第0 -0024号表　　目地板

  0.00% 35.60% 64.40%  0.00%

00400

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



    ｍ           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ｍ          10     ＊＊＊　合　計　＊＊＊                  

    ％          21.00  
諸雑費

    人           0.40  
普通作業員

    人           0.40  
とび工

    人           0.10  
土木一般世話役

    ｍ          10     
単価　第0 -0025号表　　足場

00410

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



  2.03%    人    特殊作業員特殊作業員

  2.06%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

  3.66%    人    普通作業員普通作業員

  0.13%    日    
～排2014・超低

ロードローラ［マカダム］賃料ロードローラ［マカダム］賃料

  0.14%    日    タイヤローラ賃料タイヤローラ賃料

  0.88%    日    
～排2014・超低

アスファルトフィニッシャ［ホイール］賃料アスファルトフィニッシャ［ホイール］賃料

   ｍ２          1     平均仕上り厚４０ｍｍ3.0m超
単価　第0 -0026号表　　表層（車道・路肩部）

  0.00% 88.45% 10.17%  1.38%

00420

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  0.49%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

  7.17%    Ｌ    
ＰＫ－３　プライムコート用ＰＫ－3プライムコート用
アスファルト乳剤アスファルト乳剤

 80.70%    ｔ    
密粒度（２０）密粒度(13F)[再生材　混入率50%以下]
アスファルト混合物⑤再生アスファルト混合物

  0.73%    人    土木一般世話役土木一般世話役

   ｍ２          1     平均仕上り厚４０ｍｍ3.0m超
単価　第0 -0026号表　　表層（車道・路肩部）

  0.00% 88.45% 10.17%  1.38%

00430

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物夜間割増：夜間割増なし                                                                                                                         ｱｽﾌｧﾙﾄ混合物小型車割増：小型車割増なし                                                                                                                     
瀝青材料種類：ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ PK-3                                                                                                                                材料：再生　密粒度（１３Ｆ）                                                                                                                               
瀝青材料種類：ﾌﾟﾗｲﾑｺｰﾄ                                                                                                                                     標準締固め後密度：2.35t/m3                                                                                                                                 
1層当り平均仕上り厚(mm)：40                                                                                        平均幅員：3.0m超                                                                                                                                           

   ｍ２          1     平均仕上り厚４０ｍｍ3.0m超
単価　第0 -0026号表　　表層（車道・路肩部）

  0.00% 88.45% 10.17%  1.38%

00440

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



  5.32%    人    特殊作業員特殊作業員

  5.97%    人    普通作業員普通作業員

 16.31%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

  0.99%    日    タイヤローラ賃料タイヤローラ賃料

  1.00%    日    
～排2014・超低

ロードローラ［マカダム］賃料ロードローラ［マカダム］賃料

  7.99%  供用日  
排ガス２０１４排ガス２０１４∴ブレード幅３．１ｍ
モータグレーダ［土工用］モータグレーダ［土工用］

   ｍ２          1     全仕上り厚７０ｍｍ粒度調整砕石
単価　第0 -0027号表　　上層路盤（車道・路肩部）

  0.00% 51.35% 37.08% 11.57%

00450

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
材料(粒度調整砕石)：粒度調整砕石　Ｍ－２５                                                                                                                 施工区分：1層施工                                                                                                                                          
全仕上り厚(mm)：70                                                                                                 材料：粒度調整砕石                                                                                                                                         

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  3.03%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 47.84%   ｍ３   
ＲＭ－４０
再生粒度調整砕石粒調砕石２５㎜以下

  4.37%    人    土木一般世話役土木一般世話役

   ｍ２          1     全仕上り厚７０ｍｍ粒度調整砕石
単価　第0 -0027号表　　上層路盤（車道・路肩部）

  0.00% 51.35% 37.08% 11.57%

00460

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



  3.00%    人    特殊作業員特殊作業員

  3.36%    人    普通作業員普通作業員

  9.23%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

  0.56%    日    タイヤローラ賃料タイヤローラ賃料

  0.56%    日    
～排2014・超低

ロードローラ［マカダム］賃料ロードローラ［マカダム］賃料

  4.52%  供用日  
排ガス２０１４排ガス２０１４∴ブレード幅３．１ｍ
モータグレーダ［土工用］モータグレーダ［土工用］

   ｍ２          1     2層施工全仕上り厚３１０ｍｍ
単価　第0 -0028号表　　下層路盤（車道・路肩部）

  0.00% 72.52% 20.94%  6.54%

00470

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         材料：再生クラッシャラン　ＲＣ－４０                                                                                                                       
施工区分：2層施工                                                                                                                                          全仕上り厚(mm)：310                                                                                                

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  1.72%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 70.53%   ｍ３   
Ｃ－４０
クラッシャラン再生クラッシャーラン４０㎜以下

  2.46%    人    土木一般世話役土木一般世話役

   ｍ２          1     2層施工全仕上り厚３１０ｍｍ
単価　第0 -0028号表　　下層路盤（車道・路肩部）

  0.00% 72.52% 20.94%  6.54%

00480

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



    ｍ           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ｍ           1.00  Ｇｒ－Ｃ－2Ｂ Ｃｏ建込
ガードレール設置工（塗装）

    ｍ           1     Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ　Ｃｏ建込　塗装品
単価　第0 -0029号表　　ガードレール設置工

00490

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



    ｍ           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

（控除単価）
    ｍ           1.00  Ｇｒ－Ｃ－２Ｂ　塗装

ガードレール

    ｍ           1.00  Ｇｒ－Ｃ－2Ｂ Ｃｏ建込
ガードレール設置工（塗装）

    ｍ           1     手間のみＧｒ－Ｃ－２Ｂ　Ｃｏ建込　塗装品
単価　第0 -0030号表　　ガードレール設置工

00500

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



    ｍ           1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

    ｍ           1.00  Ｇｒ－Ａ，Ｂ，Ｃ－２ＢＣｏ建込用
ガードレール撤去工

    ｍ           1     Ｇｒ－Ａ，Ｂ，Ｃ－２Ｂ　Ｃｏ建込
単価　第0 -0031号表　　ガードレール撤去工

00510

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



   ｍ３          1     ＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ３          1.000 無筋構造物　機械施工　制約無　昼間
構造物とりこわし工

   ｍ３          1     低騒音・低振動対策　不要無筋構造物　機械施工
単価　第0 -0032号表　　構造物とりこわし

00520

備　　　　　　　　　　考金　　　額単　　　　価単　位数　　　量名　称　・　規　格　な　ど
当り

-頁単 　価　 表

                                        



  2.81%    Ｌ    
レギュラー　スタンドレギュラー
ガソリンガソリン

 22.39%    枚    
径１８インチ（４５ｃｍ）径45㎝
ブレード（コンクリートカッタ）コンクリートカッタ(ブレード）

  8.92%    人    普通作業員普通作業員

 10.88%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 19.96%    人    特殊作業員特殊作業員

 10.24%  供用日  
超低騒音超低騒音∴切削深２０ｃｍ級　Ｂ径５６ｃｍ
コンクリートカッタ［バキューム式・湿式］コンクリートカッタ［バキューム式・湿式］

    ｍ           1     15cm以下ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
単価　第0 -0033号表　　舗装版切断

  0.00% 26.52% 58.43% 15.05%

00530

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版厚：15cm以下                                                                                                                                   舗装版種別：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版                                                                                                                                   

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

    ｍ           1     15cm以下ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
単価　第0 -0033号表　　舗装版切断

  0.00% 26.52% 58.43% 15.05%

00540

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



           式    積算単価積算単価

  5.91%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 24.18%    人    普通作業員普通作業員

 27.52%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 29.54%    人    土木一般世話役土木一般世話役

 12.85%    日    
～排2014・超低

バックホウ［クローラ・後方超小旋回］賃料バックホウ［クローラ・後方超小旋回］賃料

   ｍ２          1     障害等なしｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
単価　第0 -0034号表　　舗装版破砕

  0.00%  5.91% 81.24% 12.85%

00550

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         積込作業の有無：積込作業あり                                                                                                                               
舗装版厚：15cm以下                                                                                                                                         騒音振動対策：騒音振動対策不要                                                                                                                             
障害等の有無：障害等なし                                                                                                                                   舗装版種別：ｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版                                                                                                                                   

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

   ｍ２          1     障害等なしｱｽﾌｧﾙﾄ舗装版
単価　第0 -0034号表　　舗装版破砕

  0.00%  5.91% 81.24% 12.85%

00560

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
運搬距離：18.5km以下                                                                                                                                       DID区間の有無：DID区間なし                                                                                                                                 
積込工法区分：機械積込                                                                                                                                     殻発生作業：ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし                                                                                                                   

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 14.41%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 44.82%    人    運転手（一般）運転手（一般）

 40.77%  供用日  
∴１０ｔ積級

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

   ｍ３          1     機械積込　DID区間なし　18.5km以下ｺﾝｸﾘｰﾄ(無筋)構造物とりこわし
単価　第0 -0035号表　　殻運搬

  0.00% 14.41% 44.82% 40.77%

00570

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         
運搬距離：22.0km以下                                                                                                                                       DID区間の有無：DID区間なし                                                                                                                                 
積込工法区分：機械積込(騒音対策不要､舗装版厚15cm以下)                                                                                                      殻発生作業：舗装版破砕                                                                                                                                     

＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

 16.08%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 39.87%    人    運転手（一般）運転手（一般）

 44.05%  供用日  
∴１０ｔ積級

ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］ダンプトラック［オンロード・ディーゼル］

   ｍ３          1     機械積込(騒音対策不要､舗装版厚15cm以下)舗装版破砕　DID区間なし　22.0km以下
単価　第0 -0036号表　　殻運搬

  0.00% 16.08% 39.87% 44.05%

00580

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  2.81%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 41.25%    人    特殊作業員特殊作業員

 42.15%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 13.79%  供用日  
∴２ｔ積　２．９ｔ吊

トラック［クレーン装置付］トラック［クレーン装置付］

    ｔ           1     DID区間なし
単価　第0 -0037号表　　現場発生品及び支給品運搬

  0.00%  2.81% 83.40% 13.79%

00590

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         片道運搬距離(km)：14.0km以下                                                                                                                               
DID区間の有無：DID区間なし                                                                                                                                 ﾄﾗｯｸ機種：1                                                                                                        

    ｔ           1     DID区間なし
単価　第0 -0037号表　　現場発生品及び支給品運搬

  0.00%  2.81% 83.40% 13.79%

00600

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

           式    積算単価積算単価

  2.80%    Ｌ    
パトロール給油(小型ローリー、パトロール給油)
軽油軽油

 41.08%    人    特殊作業員特殊作業員

 41.98%    人    運転手（特殊）運転手（特殊）

 13.73%  供用日  
∴２ｔ積　２．９ｔ吊

トラック［クレーン装置付］トラック［クレーン装置付］

    ｔ           1     
単価　第0 -0038号表　　現場発生品及び支給品積込み・荷卸し

  0.00%  2.80% 83.47% 13.73%

00610

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



豪雪割増：豪雪割増　工種条件と同じ                                                                                                                         ﾄﾗｯｸ機種：1                                                                                                        

    ｔ           1     
単価　第0 -0038号表　　現場発生品及び支給品積込み・荷卸し

  0.00%  2.80% 83.47% 13.73%

00620

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



＊＊＊　単位当り　＊＊＊　　　          

          ｍ３   処分費処分費

   ｍ３          1     
単価　第0 -0039号表　　残土等処分

  0.00%  0.00%  0.00%  0.00%

00630

標準単価：市場単価構成比：材料構成比：労務構成比：機械構成比：
備　考単価(東京地区)代　表　機　労　材　規　格(東京地区)単　　価単　位構成比代　表　機　労　材　規　格

当り

-頁施 工 内 訳 表

                                        



数　量　計　算　書
R7長峰線2工区



工　種 種　別 細　別 計　　　　算　　　　式 数　量 単位

土工

　残土処理工

運搬 DT4t　L=10.2km 「切土工数量計算表」参照 81.5 ｍ3

擁壁工

　作業土工

床掘 BH0.45m3　礫質土 「擁壁工数量計算表」参照 112.4 ｍ3

床掘 BH0.45m3　岩塊 〃 33.2 ｍ3

運搬 仮置土　DT4t　L=0.1km 〃 64.1 ｍ3

積込 仮置土掘削　小規模 〃 64.1 ｍ3

運搬 仮置土　小規模　L=0.2km以下 〃 64.1 ｍ3

埋戻し 小規模 〃 57.7 ｍ3

基面整正 〃 19.5 ｍ2

　ﾌﾟﾚｷｬｽﾄ擁壁工

標準ブロック H500×B370×L1000 「垂直擁壁工数量計算表」参照 77 個

L型金網 100型 H500×B650×L1000 〃 26 個

数　　量　　総　　括　　表



工　種 種　別 細　別 計　　　　算　　　　式 数　量 単位

数　　量　　総　　括　　表

L型金網 150型 H500×B1150×L1000 「垂直擁壁工数量計算表」参照 26 個

L型金網 200型 H500×B1650×L1000 〃 25 個

根石ブロック 110型 H500×B1100×L1000 〃 15 個

端部金網 50型 H500×B500 〃 23 枚

端部金網 100型 H500×B900 〃 8 枚

端部金網 150型 H500×B1400 〃 4 枚

端部金網 200型 H500×B1900 〃 2 枚

中詰材保持シート W600×t0.5mm 〃 125 ｍ

吸出防止材 t=10mm 〃 26.0 ㎡

組立・設置工 標準ブロック・Ｌ型金網 〃 38.5 ㎡

組立・設置工 根石ブロック 〃 7.5 ㎡

組立・設置工 端部網 〃 14.1 ㎡

中詰・裏込砕石 RC-40 〃 54.6 ㎥

基礎コンクリート 18-8-40BB 〃 2.0 ㎥

型枠工 均しコンクリート 〃 3.0 ㎡



工　種 種　別 細　別 計　　　　算　　　　式 数　量 単位

数　　量　　総　　括　　表

基礎砕石工 t=10cm RC-40 「垂直擁壁工数量計算表」参照 19.5 ㎡

間詰コンクリート 18-8-25BB 〃 3.2 ㎥

型枠工 小型構造物 〃 11.5 ㎡

天端コンクリート 18-8-40BB 〃 7.1 ㎥

型枠工 小型構造物 〃 24.5 ㎡

ｶﾞｰﾄﾞﾚｰﾙ支柱鉄筋補強工 Gr-C-2B 〃 8 箇所

目地材 厚10mm 〃 0.4 ㎡

足場工 キャットウォーク 〃 15.0 ｍ

舗装工

　アスファルト舗装工

表層 再生 密粒度ｱｽｺﾝ13F t=4cm 「舗装工数量計算表」参照 39.9 ｍ2

上層路盤工 粒度調整砕石M-25 t=7cm 〃 39.4 ｍ2

上層路盤工 再生ｸﾗｯｼｬｰﾗﾝRC-40 t=31cm 〃 38.0 ｍ2

防護柵工

　防護柵工



工　種 種　別 細　別 計　　　　算　　　　式 数　量 単位

数　　量　　総　　括　　表

ガードレール設置工 Gr-C-2B 「防護柵工数量計算表」参照 4.0 ｍ

ガードレール設置工 Gr-C-4E　手間のみ 〃 16.0 ｍ

ガードレール撤去工 Gr-C-2B 〃 18.0 ｍ

構造物撤去工

　構造物取壊し工

構造物取壊し 無筋構造物 「構造物撤去工数量計算表」参照 19.7 ｍ3

舗装版切断 アスファルト 〃 23.2 ｍ

舗装版破砕 アスファルト 〃 25.5 ｍ2

殻運搬 無筋コンクリート L＝18.5km以下 〃 19.7 ｍ3

殻運搬 アスファルト L=22.0km以下 〃 1.0 ｍ3

現場発生品運搬 クレーン付2t級 L=14.0km以下 〃 0.03 ｔ

現場発生品積込み・荷卸し クレーン付2t級 〃 0.03 ｔ

　処分費等

処分費 無筋コンクリート 「構造物撤去工数量計算表」参照 46.3 ｔ

処分費 アスファルト 〃 2.4 ｔ



工　種 種　別 細　別 計　　　　算　　　　式 数　量 単位

数　　量　　総　　括　　表

残土等処分 残土 「構造物撤去工数量計算表」参照 97.8 ｍ3

スクラップ ヘビーH2 〃 0.03 ｔ



工　種 細　　　別 数　量 単位

土工

残土処理工

運搬 ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t 「残土処理数量計算表」参照 ＝ 81.5 ｍ3

切　土　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



残　土　処　理　数　量　計　算　表
R7長峰線2工区

区分 切取 換算率 地山換算 飛散率% 飛散量 土量 盛土 換算率 土量 位置

掘削 0.0 1.0 0.0 0% 0.0 0.0

盛土 0.0 0.90 0.0

掘削（ルーズ） 0.0 1.2 0.0 10% 0.0 0.0

盛土 0.0 0.90 0.0

床掘 112.4 1.0 112.4 0% 0.0 112.4

床掘 33.2 1.0 33.2 0% 0.0 33.2

埋戻し 57.7 0.90 64.1

床掘（ルーズ） 0.0 1.2 0.0 10% 0.0 0.0

埋戻し 0.0 0.90 0.0

人力 0.0 1.2 0.0 10% 0.0 0.0

人力(ルーズ) 0.0 1.2 0.0 10% 0.0 0.0

小計 145.6 145.6 0.0 145.6 57.7 64.1

残土合計 81.5



工　種 細　　　別 数　量 単位

作業土工

作業土工（床掘工） BH0.45m3 「施設床堀埋戻し数量計算表」参照 ＝ 112.4 ｍ3

作業土工（床掘工） BH0.45m3 〃 ＝ 33.2 ｍ3

運搬 仮置土　ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ4t 57.7 ÷ 0.9 ＝ 64.1 ｍ3

積込み 仮置土　小規模 〃 ＝ 64.1 ｍ3

運搬 仮置土　小規模 〃 ＝ 64.1 ｍ3

埋戻し 小規模 「施設床堀埋戻し数量計算表」参照 ＝ 57.7 ｍ3

基面整正 「垂直擁壁数量計算表」参照 ＝ 19.5 ｍ2

擁　壁　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



施  設  床  堀  埋  戻  し  数  量  計  算  表
R7長峰線2工区

床                         堀 C2 埋     戻     し　B1
混   合   歩   合 土    種    別    体    積
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備  考

NO.5+7.8 7.4 2.8
NO.5+9.0 1.2 7.4 7.40 8.9 10 0.0 0.0 8.9 0.0 0.0 0.0 0.0 2.8 2.80 3.4
NO.5+13.0 4.0 8.5 7.95 31.8 10 0.0 0.0 31.8 0.0 0.0 0.0 0.0 3.7 3.25 13.0
BC.5 3.4 6.9 7.70 26.2 10 0.0 0.0 26.2 0.0 0.0 0.0 0.0 3.6 3.65 12.4
NO.6 3.6 3.1 6.0 6.45 20.0 10 0.0 0.0 20.0 0.0 0.0 0.0 0.0 3.2 4.7 4.15 13.3
NO.6+1.8 1.8 1.6 7.6 6.80 10.9 10 0.0 0.0 10.9 0.0 0.0 0.0 0.0 1.6 5.6 5.15 8.2
D 0.0 9.1 8.35 0.0 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 5.6 5.60 0.0
NO.6+4.0 2.2 1.9 5.4 7.25 13.8 10 0.0 0.0 13.8 0.0 0.0 0.0 0.0 1.9 2.2 3.90 7.4
D 0.0 0.4 2.90 0.0 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 1.10 0.0
MC.5 2.5 2.2 0.3 0.35 0.8 10 0.0 0.0 0.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0

0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0

計 18.7 112.4 112.4 57.7

       



施  設  床  堀  埋  戻  し  数  量  計  算  表
R7長峰線2工区

床                         堀 C3 埋     戻     し
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備  考

NO.5+7.8 0.2
NO.5+9.0 1.2 0.2 0.20 0.2 10 0.0 0.0 0.0 0.2 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
NO.5+13.0 4.0 3.1 1.65 6.6 10 0.0 0.0 0.0 6.6 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
BC.5 3.4 3.2 3.15 10.7 10 0.0 0.0 0.0 10.7 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
NO.6 3.6 3.2 3.0 3.10 9.9 10 0.0 0.0 0.0 9.9 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
NO.6+1.8 1.8 1.6 1.6 2.30 3.7 10 0.0 0.0 0.0 3.7 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
D 0.0 2.0 1.80 0.0 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
NO.6+4.0 2.2 2.1 0.0 1.00 2.1 10 0.0 0.0 0.0 2.1 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
MC.5 2.5 0.0 0.00 0.0 10 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0

0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0
0.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.00 0.0

計 18.7 33.2 33.2

       



工　種 細　　　別 数　量 単位

垂直擁壁工

組立・設置 標準ブロック 77 × 0.5 ＝ 38.5 ㎡

組立・設置 根石ブロック 15 × 0.5 ＝ 7.5 ㎡

組立・設置 端部網　50型 0.5 × 0.5 × 23 ＝ 5.75

組立・設置 端部網　100型 0.5 × 0.9 × 8 ＝ 3.60

組立・設置 端部網　150型 0.5 × 1.4 × 4 ＝ 2.80

組立・設置 端部網　200型 0.5 × 1.9 × 2 ＝ 1.90

計 ＝ 14.05 ㎡

胴込・裏込材 RC-40 中詰材 ＝ 50.57 m3

根石ブロック中詰材 ＝ 3.98 m3

計 ＝ 54.55 m3

垂　直　擁　壁　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



工　種 細　　　別 数　量 単位

垂直擁壁工

支柱鉄筋補強工 Gr-C-2B 「構造図」参照 ＝ 8 箇所

足場 キャットウォーク 「垂直擁壁構造図(1)」参照 ＝ 15.0 m

垂　直　擁　壁　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



〔垂直擁壁　コンクリートブロック個数〕
　割付図面より算出

標準ブロック       　H500×L1000×B370 77 個(m)(0.5m2)
水位ブロック(T35)　H500×L1000×B370 0 個(m)(0.5m2)

根石ブロック100型　H500×L1000×B1000 0 個(m)(0.5m2)
根石ブロック110型　H500×L1000×B1100 15 個(m)(0.5m2)
根石ブロック130型　H500×L1000×B1300 0 個(m)(0.5m2)
根石ブロック180型　H500×L1000×B1800 0 個(m)(0.5m2)

コーナーブロック　H500×L1000×B120 0 個(m)(0.5m2)
天端ブロック300型　H300×L1000×B70 0 個(m)(0.5m2)
天端ブロック500型　H500×L1000×B70 0 個(m)(0.5m3)

〔垂直擁壁　Ｌ型金網〕
　割付図面より算出

標準 100型　H500×L1000×B650 26 個(0.5m2)
150型　H500×L1000×B1150 26 個(0.5m2)
200型　H500×L1000×B1650 25 個(0.5m2)
250型　H500×L1000×B2150 0 個(0.5m2)
300型　H500×L1000×B2650 0 個(0.5m2)
350型　H500×L1000×B3150 0 個(0.5m2)

T-35 100型(T35)　H500×L1000×B650 0 個(0.5m2)
150型(T35)　H500×L1000×B1150 0 個(0.5m2)
200型(T35)　H500×L1000×B1650 0 個(0.5m2)
250型(T35)　H500×L1000×B2150 0 個(0.5m2)
300型(T35)　H500×L1000×B2650 0 個(0.5m2)
350型(T35)　H500×L1000×B3150 0 個(0.5m2)

〔垂直擁壁　端部金網〕
　割付図面より算出

端部金網 50型 　H500×B 500 23 枚
端部金網100型 　H500×B 900 8 枚
端部金網150型 　H500×B1400 4 枚
端部金網200型 　H500×B1900 2 枚
端部金網250型 　H500×B2400 0 枚
端部金網300型 　H500×B2900 0 枚
端部金網350型 　H500×B3400 0 枚

〔垂直擁壁　中詰材保護シート〕
　金網総延長（Ｌ型金網、端部金網）+Ｌ型金網の上下サイズ切り替わり箇所の延長

中詰材保護シート　幅600×厚さ0.5mm 125.0 m

〔垂直擁壁　吸出防止シート〕
　Ｌ型金網最上段延長
※吸出防止シートW=3mは1m+2mとして分けて計上 幅1000×厚さ10mm 4.0 m 4.0 m2
※吸出防止シートの算出幅は標準断面図参照 幅2000×厚さ10mm 11.0 m 22.0 m2
　水位ブロック用

算式＝ （T35ブロック＋根石ブロック）×0.5＝ 幅 100×厚さ10mm 0.0 m 0.0 m2

合計 26.0 m2

　【　数 量 計 算 書 　】

垂直擁壁



〔垂直擁壁　中詰材 〕
　各Ｌ型金網規格　設定数値中詰材m3/m2数量より中詰材料算出

100型 0.82 (m3/m2) 算式＝ (100型m2数×0.82)+（150型m2数×1.32)+（200型m2数×1.82)

150型 1.32 (m3/m2) +（250型m2数×2.32)+（300型m2数×2.82)+（350型m2数×3.32)

200型 1.82 (m3/m2)
250型 2.32 (m3/m2) 規格 RC40-0 50.57 m3

300型 2.82 (m3/m2)
350型 3.32 (m3/m3)

T35 100型 0.63 (m3/m2) 算式＝ (T35 100型m2数×0.63)+（T35 150型m2数×1.13)+（T35 200型m2数×1.63)

T35 150型 1.13 (m3/m2) +（T35 250型m2数×2.13)+（T35 300型m2数×2.63)+（T35 350型m2数×3.13)

T35 200型 1.63 (m3/m2)
T35 250型 2.13 (m3/m2) 規格 C40-0 0.00 m3

T35 300型 2.63 (m3/m2)
T35 350型 3.13 (m3/m3)
※河川での計画の場合、水位ブロック(T35)の中詰砕石はクラッシャーラン(C40)を使用して下さい。

〔垂直擁壁　根石ブロック中詰材 〕
　根石ブロック規格　設定数値中詰材m3/m2数量より中詰材料算出

根石ブロック100型 0.53 (m3/m2) 算式＝ (根石100型m2数×0.53) 規格

根石ブロック110型 0.53 (m3/m2) +(根石110型m2数×0.53) RC40-0

根石ブロック130型 0.53 (m3/m2) +(根石130型m2数×0.53)

根石ブロック180型 0.84 (m3/m2) +(根石180型m2数×0.84)= 3.98 m3

根石ブロック100型(水位) 0.53 (m3/m2) 算式＝ (根石100型m2数×0.53) 規格

根石ブロック110型(水位) 0.53 (m3/m2) +(根石110型m2数×0.53) C40-0

根石ブロック130型(水位) 0.53 (m3/m2) +(根石130型m2数×0.53)

根石ブロック180型(水位) 0.84 (m3/m2) +(根石180型m2数×0.84)= 0.00 m3

※河川での計画の場合、根石(水位)の中詰砕石はクラッシャーラン(C40)を使用して下さい。

〔垂直擁壁 裏込砕石〕 ※擁壁高さ5.0m以上、または水位・湧水がある場合に施工

延長(m) 体積(m3) 掘削勾配 規格

裏込(1) 0.6 RC40-0

裏込(2)
裏込(3)
裏込(4)
裏込(5)
裏込(6)
裏込(7)
裏込(8)
裏込(9)
裏込(10)

0.00 0.00 0.00 m3計

　【　数 量 計 算 書 　】

垂直擁壁

裏込量(m3/m)



〔垂直擁壁 敷モルタル〕 規格 1：3

算式＝ （根石100個数×1.0×厚0.02）+（根石110個数×1.1×厚0.02）

+（根石130個数×1.3×厚0.02）+（根石180個数×1.8×厚0.02）=
0.33 m3

〔垂直擁壁 基礎コンクリート〕 規格 18-8-40BB

算式＝ （根石100個数×1.2×厚0.1)+（根石110個数×1.3×厚0.1)
+（根石130個数×1.5×厚0.1)＋（根石180個数×2.0×厚0.1)= 1.95 m3

〔垂直擁壁 基礎砕石〕 規格 RC40-0

算式＝ （根石100個数×1.2)+（根石110個数×1.3)

+（根石130個数×1.5)＋（根石180個数×2.0)= 19.5 m2

〔垂直擁壁 基礎コンクリート型枠面積〕
算式＝ （根石100個数+根石110個数+根石130個数＋根石180個数）×厚0.1×2= 3.0 m2

〔垂直擁壁　目地ロープ〕
算式＝ (標準ブロック+根石ブロック)×0.5＝ 46.0 m

〔垂直擁壁　特殊プレート〕
算式＝ (天端ブロック500型+天端ブロック施工列数)×2＝ 0 枚

〔垂直擁壁　伸縮目地〕
　割付図面数値より算出

天端伸縮目地
NO h(m) 断面(m2)

目地(1) 0.652 0.367
目地(2) 0.000 0.000
目地(3) 0.000 0.000
目地(4) 0.000 0.000
目地(5) 0.000 0.000
目地(6) 0.000 0.000
目地(7) 0.000 0.000
目地(8) 0.000 0.000
目地(9) 0.000 0.000
目地(10) 0.000 0.000
目地(11) 0.000 0.000
目地(12) 0.000 0.000
目地(13) 0.000 0.000
目地(14) 0.000 0.000
目地(15) 0.000 0.000

0.37 ∴伸縮目地(1)+～+伸縮目地(15)= 0.4 m2計

　【　数 量 計 算 書 　】

垂直擁壁



〔垂直擁壁　天端コンクリート量〕 規格 18-8-40BB

　割付図面数値より算出

NO h1(m) h2(m) h1断面(m2) h2断面(m2) L(m) 体積(m3)
天端(1) 0.536 1.075 0.286 0.719 7.000 3.518
天端(2) 0.575 1.014 0.313 0.663 5.000 2.438
天端(3) 0.514 0.795 0.272 0.476 3.000 1.121
天端(4) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(5) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(6) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(7) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(8) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(9) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(10) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(11) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(12) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(13) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(14) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(15) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(16) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(17) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(18) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(19) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(20) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(21) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(22) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(23) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(24) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(25) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(26) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(27) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(28) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(29) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(30) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

計 15.00 7.08

∴天端コン(1)+～+天端コン(30)= 7.08 m3

　【　数 量 計 算 書 　】

垂直擁壁

天端コンクリート量



〔垂直擁壁　天端コンクリート型枠〕
　割付図面数値より算出

NO h1(m) h2(m) 前面(m2) 背面(m2) L(m) 面積(m2)
天端(1) 0.536 1.075 5.639 6.304 7.000 11.942
天端(2) 0.575 1.014 3.973 4.441 5.000 8.414
天端(3) 0.514 0.795 1.964 2.195 3.000 4.159
天端(4) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(5) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(6) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(7) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(8) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(9) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(10) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(11) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(12) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(13) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(14) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(15) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(16) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(17) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(18) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(19) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(20) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(21) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(22) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(23) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(24) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(25) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(26) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(27) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(28) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(29) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000
天端(30) 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000

計 15.00 24.52

∴天端コン型枠(1)+～+天端コン型枠(30)= 24.5 m2

天端コンクリート型枠面積

　【　数 量 計 算 書 　】

垂直擁壁



〔垂直擁壁　間詰コンクリート〕
　割付図面数値より算出

間詰Co(1) 18-8-40BB 1.00 1.30 2 0.585 1.17
間詰Co(2) 18-8-40BB 1.50 1.30 2 1.024 2.05
間詰Co(3) 18-8-40BB
間詰Co(4) 18-8-40BB
間詰Co(5) 18-8-40BB
間詰Co(6) 18-8-40BB
間詰Co(7) 18-8-40BB
間詰Co(8) 18-8-40BB
間詰Co(9) 18-8-40BB
間詰Co(10) 18-8-40BB

∴間詰Co(1)+～+間詰Co(10)= 3.22 m3

〔垂直擁壁　間詰コンクリート型枠〕
　割付図面数値より算出

間詰Co(1) 1.00 1.30 2 2.20 4.4
間詰Co(2) 1.50 1.30 2 3.53 7.1
間詰Co(3)
間詰Co(4)
間詰Co(5)
間詰Co(6)
間詰Co(7)
間詰Co(8)
間詰Co(9)
間詰Co(10)

∴間詰Co(1)+～+間詰Co(10)= 11.5 m2

掘削高さ
H(m)

幅(根石
幅+0.2m)

箇所数
1箇所あた
りの面積
(m2/箇所)

型枠面積
(m2)

　【　数 量 計 算 書 　】
垂直擁壁

規格
掘削高さ

H(m)
幅(根石
幅+0.2m)

箇所数
1箇所あた
りの体積
(m3/箇所)

体積
(m3)



工　種 細　　　別 数　量 単位

アスファルト舗装工

表層 t=40mm 再生密粒度アスコン13F　　　　　舗装面積数量計算表参照 ＝ 39.9 ｍ2

上層路盤工 t=70mm 粒度調整砕石25ｍｍ以下　　　　　　　　　　〃 ＝ 39.4 ｍ2

下層路盤工 t=310mm 粒度調整砕石40ｍｍ以下　　　　　　　　　　〃 ＝ 38.0 ｍ2

舗　装　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



   

NO.5+7.8 00 250 248 248 244 244 229

NO.5+9.0 12 11 250 248 274 248 244 271 244 229 260

NO5+13.0 40 250 248 996 248 244 984 244 229 946

BC.5 34 250 248 847 248 244 836 244 229 804

NO.6 36 33 250 248 822 248 244 812 244 229 780

NO.6+1.8 18 16 250 248 398 248 244 394 244 229 378

NO.6+4.0 22 20 250 248 498 248 244 492 244 229 473

D 00 070 070 070 070 070 070

MC5 25 22 070 070 154 070 070 154 070 070 154

187 3989 3943 3795

187 3989 3943 3795

路線名　R7長峰2工区　線 頁　001

舗 装 面 積 数 量 計 算 表
 

役杭名
測点名 距離

舗　装　工
補正
距離

表 層
上幅下幅 面積

基 層
上幅下幅 面積

上 層
上幅下幅 面積

下 層
上幅下幅 面積

凍 上
上幅下幅 面積

不陸整正
補正
距離 幅 面積

路肩巻付
補正
距離 幅 面積

保護路肩
補正
距離 幅 面積

ｱｽｶｰﾌﾞ左
補正
距離延長

ｱｽｶｰﾌﾞ右
補正
距離延長

頁計

合計
 



工　種 細　　　別 数　量 単位

防護柵工

ガードレール設置工 Gr-C-2B R=30m以下 「構造図」参照 ＝ 4.0 ｍ

ガードレール設置工 Gr-C-2B（再利用） 11.0 + 5.0 ＝ 16.0 ｍ

ガードレール撤去工 Gr-C-2B 13.0 + 5.0 ＝ 18.0 ｍ

防　護　柵　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



工　種 細　　　別 数　量 単位

構造物取壊し工

構造物取壊し ブロック積 ( 0.90 + 1.11 ) × 9.8 ＝ 19.7 ｍ3

舗装版切断 アスファルト 「構造図」参照 ＝ 23.2 ｍ

舗装版破砕 アスファルト 〃 ＝ 25.5 ｍ2

殻運搬 無筋コンクリート 〃 ＝ 19.7 ｍ3

殻運搬 アスファルト 25.5 × 0.04 ＝ 1.0 ｍ3

構　造　物　撤　去　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



工　種 細　　　別 数　量 単位

現場発生品運搬 Gr-C-2B 2.0 m × 16.4 kg/m ÷ 1000 ＝ 0.03 t

現場発生品積込み・荷卸し Gr-C-2B 〃 ＝ 0.03 t

処分費

廃材処理費 無筋コンクリート 19.7 × 2.35 ＝ 46.3 ｔ

廃材処理費 アスファルト 1.0 × 2.35 ＝ 2.4 ｔ

残土処分費 土砂 81.5 × 1.2 ＝ 97.8 m3

スクラップ ヘビーH3 ＝ 0.03 ｔ

構　造　物　撤　去　工　　数　量　計　算　表

計　　　　算　　　　式



センタ－ センタ－ 切  取 平均偏倚長 重 心 の
IPNO 半  径 測点 距   離 d'1+d'2 平均半径 L×r.

盛  土 2 R
(R) (m) (L) (d) (r)=R±d' (L')
23.0 C2 -2.97 C2 C3 B1

BC.5 C3 -2.69
B1 -2.38
C2 -2.99 -3.0 20.0 3.1    

NO.6 3.6 C3 -2.69 -2.7 20.3 3.2    
B1 -2.78 -2.6 20.4 3.2    
C2 -3.24 -3.1 19.9 1.6    

NO.6+1.8 1.8 C3 -2.64 -2.7 20.3 1.6    
B1 -2.98 -2.9 20.1 1.6    
C2 -3.08

D 0.0 C3 -2.62
B1 -2.98
C2 -3.07 -3.1 19.9 1.9    

NO.6+4.0 2.2 C3 -1.3 21.7 2.1    
B1 -3.26 -3.1 19.9 1.9    
C2 -2.96

D 0.0 C3
B1
C2 -2.90 -2.9 20.1 2.2    

MC.5 2.5 C3 　 　     
B1 　 　     

C2:床掘（土砂）
C3:床掘（岩塊）
B1:埋戻し

(d')

5

曲 線 中 の 距 離 修 正 表 

偏  倚  長 平  均  距  離 
内側＝－
外側＝＋



施行主体
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年 度
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点  名 X座標 Y座標 備  考

+0.0 1029.536 945.843

+4.9 1030.434 950.660

+10.0 1031.368 955.674

BC.1 1032.008 959.109

NO.1 1032.093 965.583

SP.1 1031.018 969.527

EC.1 1024.662 977.840

NO.2 1020.406 981.002

NO.2+7.0 1014.788 985.177

BC.2 1012.059 987.206

NO.2+12.7 1010.279 988.660

SP.2 1007.056 992.158

NO.3 1005.627 994.253

EC.2 1003.632 998.308

BC.3 1001.895 1002.831

SP.3 998.193 1008.826

NO.4 995.576 1011.204

EC.3 992.560 1013.060

NO.4+5.0 991.256 1013.703

BC.4 984.509 1017.029

SP.4 980.789 1019.629

NO.5 978.884 1021.838

EC.4 978.016 1023.222

NO.5+9.0 974.451 1029.667

NO.5+13.0 972.515 1033.167

BC.5 970.887 1036.110

NO.6 968.883 1039.141

NO.6+1.8 967.720 1040.514

NO.6+4.0 966.159 1042.063

SP.5 964.184 1043.655

NO.6+12.0 959.414 1046.288

EC.5 954.897 1047.603

NO.7 951.663 1048.194

NO.7+7.0 944.777 1049.453

NO.7+13.0 938.874 1050.532

NO.8 931.989 1051.790

NO.8+6.0 926.086 1052.869

EP 922.197 1053.580

IP1 1034.181 970.767

IP2 1006.234 991.534

IP3 999.229 1009.772

IP4 980.292 1019.108

IP5 965.614 1045.644

点  名 X座標 Y座標

T0 1000.000 1000.000

T1 1033.195 970.456

T2 966.951 1038.423

T3 920.072 1051.977

T4 1025.598 942.576

T5 978.198 1019.681

T6 949.879 1045.602

T7 936.426 1049.325

T8 971.739 1030.943

T9 994.391 1008.375

BM1 1025.361 950.138
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施行主体

設計速度 ㎞/h

年 度

葉中

審 査 者 設 計 者

２０

事 業 名線

級別区分

番

令和

幹　線

安曇野市

2種2級

施 工 地

縮　　尺

名　　称

年　　度

林道区分

路 線 名 長峰
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B1 =  0.0

C1 =  0.0

C2 =  7.4

B1 =  2.8
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B1 =  3.6

２工区

B1 =  4.7

C2 =  0.3

DL=819.00

DL=818.00

横　断　図

横断図

1/100
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B1 =  5.6

C3 =  1.6 2.0

C2 =  7.6 9.1

C2 =  6.0

C3 =  3.0

B1 =  2.2 0.0

C2 =  5.4 0.4
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安曇野市　明科 中川手



プレキャスト垂直擁壁 L=15.
00m
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目地(1)

プレキャスト垂直擁壁 L=15.00m

813.80

※1:R部用連結金具使用範囲です。
※2:金網背面の開きが10cm未満の箇所は
  　背面ステーを使用して金網端部を固定して下さい。
※3:金網背面の開きが10cm以上の箇所は
  　切断した50型の端部網を背面に設置してから、
  　背面ステーと前面ステーを使用して金網端部を固定して下さい。

○

○

平　面　図

S=1:100

展　開　図

S=1:100

Hmax=4.829m

名　　称 記　号

端部用金網　 50型 ○

端部用金網　100型 □

端部用金網　150型 △

端部用金網　200型 ◎

端部用金網使用箇所記号　一覧表

□

○

間詰Co(2)

間詰Co(2)

間詰Co(1)

H=4.575m
地盤反力最大
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施行主体

設計速度 ㎞/h

年 度

葉中

審 査 者 設 計 者

２０

事 業 名線

級別区分

番

令和

幹　線

安曇野市

2種2級

施 工 地

縮　　尺

名　　称

年　　度

林道区分

路 線 名 長峰
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図示

２工区
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NO.5
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6
5
2

5
3
6

1
0
7
5 1
0
1
4 7
9
5

5
1
4

5
7
5

天端(1) L=7.00m 天端(2) L=5.00m 天端(3)
L=3.00m

DL=815.00

※2※1,3※2

支持地盤

敷モルタル 

基礎部詳細図

基礎コンクリート 

S=1:30

間詰コンクリート
面積：(2×B+0.3×H)/2×H
体積：面積×(根石幅+0.20m)

基礎砕石 

B+0.3×H

B=300

H

1
:
0
.
3

間詰コンクリート数量表

名称

間詰Co(1)

間詰Co(2)

計

間詰コンクリート型枠数量表

名称

間詰Co型枠(1)

間詰Co型枠(2)

計

規格

18-8-40BB

18-8-40BB

規格

-

-

単位

m3

m3

単位

m2

m2

数量

1.17

2.05

3.22

数量

4.4

7.1

11.5

備考

2箇所, 幅1.30m×断面積0.450m2 = 0.585m3/箇所

2箇所, 幅1.30m×断面積0.788m2 = 1.024m3/箇所

備考

2箇所, 幅1.30m×高さ1.00m+2×断面積0.450m2= 2.20m2/箇所

2箇所, 幅1.30m×高さ1.50m+2×断面積0.788m2= 3.53m2/箇所

垂直擁壁数量表

名　　称

ブロック

L型金網

根石ブロック

端部金網

中詰材保護シート

吸出防止シート

目地ロープ※

天端コンクリート

天端コンクリート型枠

天端伸縮目地

※目地ロープは製品代に含まれます。

標準

100型

150型

200型

110型

50型

100型

150型

200型

計

規格

H500×L1000×B370

H500×L1000×B650

H500×L1000×B1150

H500×L1000×B1650

H500×L1000×B1100

H500×L500

H500×L900

H500×L1400

H500×L1900

W600×ｔ0.5

ｔ10.0

18-8-40BB

ｔ10.0

単位

個

個

個

個

個

枚

枚

枚

枚

m

m2

m

m3

m2

m2

数量

77

26

26

25

15

23

8

4

2

125.0

26.0

46.0

7.08

24.5

0.4

備考

38.5m2

13.0m2

13.0m2

12.5m2

7.5m2

5.8m2

3.6m2

2.8m2

1.9m2

14.1m2

-

-

-

-

-

-

中詰材数量

中詰砕石 (RC40-0)

L型金網100型

L型金網150型

L型金網200型

計

中詰砕石 (RC40-0)

根石ブロック110型

基礎材数量

敷モルタル (1：3)

根石ブロック110型

※敷モルタル費は根石ブロックの諸雑費に含まれます。

基礎コンクリート (18-8-40BB)

根石ブロック110型

基礎砕石 (RC40-0,t=100)

根石ブロック110型

基礎コンクリート型枠

根石ブロック110型

中詰量(m3/m2)

0.82

1.32

1.82

中詰量(m3/m2)

0.53

B(m)

1.1

B(m)

1.3

B(m)

1.3

H(m)

0.1

数量(m2)

13.0

13.0

12.5

数量(m2)

7.5

延長(m)

15.00

延長(m)

15.00

延長(m)

15.00

延長(m)

15.00

中詰量(m3)

10.66

17.16

22.75

50.57

中詰量(m3)

3.98

体積(m3)

0.33

体積(m3)

1.95

面積(m2)

19.5

面積(m2)

3.0

垂 直 擁 壁 構 造 図 （ 1 ）

5 3垂直擁壁構造図(1)

林道長峰線改良事業　林道長峰線改良工事

安曇野市　明科 中川手



中詰材

1100100 100 300

1300

ステー

連結金具及びＵ字金具

中詰材保護シート

Ｌ型金網 150型

根石 110型
連結金具

敷モルタル

1
0
0 1
0
0

2
2
0

5
0
0

2
0

5
0
0

5
0
0

5
0
0

中詰材

中詰材

ステー

連結金具及びＵ字金具

中詰材保護シート

Ｌ型金網 100型

ステー

連結金具及びＵ字金具

中詰材保護シート

Ｌ型金網 100型

基礎コンクリート

基　礎　砕　石

中詰材

中詰材
ステー

連結金具及びＵ字金具

中詰材保護シート

Ｌ型金網 150型

5
0
0

5
0
0

5
0
0

中詰材
ステー

連結金具及びＵ字金具

中詰材保護シート

Ｌ型金網 200型

ステー

連結金具及びＵ字金具

中詰材保護シート

Ｌ型金網 200型

基礎砕石量(厚さ10cm)

基礎砕石

中詰材数量

中詰砕石
m2 当り中詰量

(m3/m2)

ポラメッシュ 100型 0.82

根石ブロック110型

1.30根石ブロック 110型

(m)

幅
基礎コンクリート

基礎コンクリート(厚さ10cm)

ポラメッシュ 150型

ポラメッシュ 200型

1.32

1.82

0.53

(m)

幅

1.30根石ブロック 110型

0.79+0.1

L型金網　100型

(m)

B+ラップ
吸出防止シート

吸出防止シート

1.29+0.1

L型金網　150型

L型金網　200型

0.29+0.1

(m)

数量算出シート幅

1

1

2

※吸出防止シートはL型金網最上段に敷き、
　余った分を天端コンクリート部分に折り返して下さい。

※B幅は各L型金網使用時の最大の幅になっています。

根石110型
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補強鉄筋形状

上部鉄筋　D13×1490mm－1本
下部鉄筋　D13×1490mm－1本

（1ヶ所当り）

下部鉄筋
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アスファルト

上部鉄筋
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上部鉄筋
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金網開きについて

10cm未満

10cm以上

※金網背面の開きが10cm未満の箇所は
　背面ステーを使用して金網端部を固定すること。

※金網背面の開きが10cm以上の箇所は
　切断した50型の端部網を背面に設置し、
　背面ステーと前面ステーを使用して金網端部を固定すること。

注：根石と根石・ブロックとブロックの接続部の縦目地部分に
　　必ず目地ロープを入れること。

目地ロープ・詳細図

目地ロープ

施行主体

設計速度 ㎞/h

年 度

葉中

審 査 者 設 計 者

２０

事 業 名線

級別区分

番

令和

幹　線

安曇野市

2種2級

施 工 地

縮　　尺

名　　称

年　　度

林道区分

路 線 名 長峰

7

1/20

上載荷重 q= 10.0 kN/m2

土　圧 試行くさび法による

背面土の内部摩擦角 φ= 30°

背面土の単位体積重量 γ= 18 kN/m3

設計条件及び土質条件

許容地盤反力度

※ 現場条件が上記の値と異なる場合は別途検討が必要です。

中詰材

60

中詰材保護シート

吸出防止シート
合繊不織布

400

200

天端
コンクリート

B

100mm以上

1:0.5

中詰材
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中詰材保護シート

Ｌ型金網 200型

2工区
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標準断面図（Hmax＝4.829m）

qa= 184.98 kN/m2 以上必要

S=1：20垂 直 擁 壁 構 造 図 （ 2 ）

5 4垂直擁壁構造図(2)
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林道長峰線改良事業　林道長峰線改良工事

安曇野市　明科 中川手



構　造　図

施行主体

設計速度 ㎞/h

年 度

葉中

審 査 者 設 計 者

２０

事 業 名線

級別区分

番

令和

幹　線

安曇野市

2種2級

施 工 地

縮　　尺

名　　称

年　　度

林道区分

路 線 名 長峰

7

２工区

1:
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1:0.3

Gr-C-2B
ガードレール

300300

発生土
埋戻し

埋戻し
発生土

表　　層　再生密粒度アスコン13Ｆ 　  ｔ= 4ｃｍ

上層路盤　粒度調整砕石M-25　　　   　ｔ= 7ｃｍ

下層路盤　再生クラッシャーランRC-40　ｔ=31ｃｍ

2040 3240

5280

S=1:50標準横断図
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垂直擁壁

アスファルト舗装平面図 S=1:100
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5 5構造図

図示

取壊し平面図 S=1:100
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ガードレール撤去 ガードレール撤去
Gr-C-2B L=13.0m

ブロック積取壊し L=9.8m

舗装版破砕（アスファルトt=4cm） A=25.5m2(CAD計測)
舗装版切断（アスファルトt=4cm） L=23.2m

A=1.11m2

450

ブロック積

2000

ガードレール設置　Gr-C-2B ガードレール設置
L=15.0m

(再利用L=5.0m)(再利用L=11.0m スクラップ L=2.0m)

Gr-C-2B

A=0.90m2
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0.5 × 0.5 × 0.5 × 2.35 = 0.29t / 箇所

支柱基礎3箇所設置

1:
0.
5

新設L=4.0m(R=30m以下)　再設置 L=11.0m(R=30m以上)　 再設置 L=5.0m(R=30m以上)

Gr-C-2B L=5.0m
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.
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.
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(1.1)
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.
8

支柱鉄筋補強工　8箇所

アスファルト舗装  A=39.9m2　上層路盤A=39.4m2　下層路盤 A=38.0m2

林道長峰線改良事業　林道長峰線改良工事
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